
10

20

JP 2024-136668 A 2024.10.4

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2024-136668
(P2024-136668A)

(43)公開日　令和6年10月4日(2024.10.4)

(54)【発明の名称】　電気光学装置および電子機器

(51)国際特許分類
　   Ｇ０９Ｇ 3/3233(2016.01)
　   Ｇ０９Ｇ 3/20 (2006.01)
　   Ｇ０９Ｆ 9/30 (2006.01)
　   Ｈ１０Ｋ 50/10 (2023.01)
　   Ｈ１０Ｋ 59/12 (2023.01)

ＦＩ
　Ｇ０９Ｇ 3/3233 　　　　 　　　
　Ｇ０９Ｇ 3/20 ６１１Ａ 　　　
　Ｇ０９Ｇ 3/20 ６８０Ａ 　　　
　Ｇ０９Ｇ 3/20 ６２４Ｂ 　　　
　Ｇ０９Ｇ 3/20 ６２１Ａ 　　　

(21)出願番号　 特願2023-47854(P2023-47854)
(22)出願日　 令和5年3月24日(2023.3.24)

(71)出願人　 000002369
セイコーエプソン株式会社
東京都新宿区新宿四丁目１番６号

(74)代理人　 100179475
弁理士　仲井  智至

(74)代理人　 100216253
弁理士　松岡  宏紀

(74)代理人　 100225901
弁理士　今村  真之

(72)発明者　 窪田  岳彦
長野県諏訪市大和３丁目３番５号  セイ 
コーエプソン株式会社内

Ｆターム（参考）　 3K107 AA01 BB01 CC14 EE03
HH05

5C080 AA06 BB05 CC03 DD26
最終頁に続く

テーマコード（参考）
　３Ｋ１０７
　５Ｃ０８０
　５Ｃ０９４
　５Ｃ３８０

(57)【要約】
【課題】電気光学装置においてデータ線の寄生容量で消 
費される電力を低減する。
【解決手段】 画素回路１１０は、アノードからカソー 
ドに流れる電流に応じた輝度で発光するＯＬＥＤと、ゲ 
ートノードおよびソースノードの間の電圧に応じた電流 
をＯＬＥＤに流すトランジスターと、を含む。制御回路 
３０は、第１フレームの書込期間において、ゲートノー 
ドに階調レベルに応じた電位を、データ線１４を介して 
供給し、書込期間よりも前の第１初期化期間において、 
ゲートノードにトランジスター１２１をオフ状態にさせ 
る電位Ｖelを、データ線１４を介して供給し、第２初期 
化期間において、奇数行ではリセット動作を実行し、偶 
数行では非リセット動作を実行する。リセット動作は、 
電位Ｖorstを、データ線１４を介して供給する動作であ 
り、非リセット動作は、データ線１４の電位とアノード 
の電位とを、電位Ｖelと電位Ｖorstとの間の電位にさせ 
る動作である。
【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 デ ー タ 線 と 第 １ 走 査 線 と に 対 応 し て 設 け ら れ る 第 １ 画 素 回 路 と 、
　 前 記 デ ー タ 線 と 第 ２ 走 査 線 と に 対 応 し て 設 け ら れ る 第 ２ 画 素 回 路 と 、
　 前 記 第 １ 画 素 回 路 お よ び 前 記 第 ２ 画 素 回 路 を 制 御 す る 制 御 回 路 と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 画 素 回 路 は 、
　 二 つ の 電 極 の 間 に 流 れ る 電 流 に 応 じ た 輝 度 で 発 光 す る 第 １ 発 光 素 子 と 、
　 ゲ ー ト ノ ー ド の 電 位 お よ び ソ ー ス ノ ー ド の 電 位 の 間 の 電 圧 に 応 じ た 電 流 を 前 記 第 １ 発 光  
素 子 に 流 す 第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 画 素 回 路 は 、
　 二 つ の 電 極 の 間 に 流 れ る 電 流 に 応 じ た 輝 度 で 発 光 す る 第 ２ 発 光 素 子 と 、
　 ゲ ー ト ノ ー ド の 電 位 お よ び ソ ー ス ノ ー ド の 電 位 の 間 の 電 圧 に 応 じ た 電 流 を 前 記 第 ２ 発 光  
素 子 に 流 す 第 ２ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 制 御 回 路 は 、
　 第 １ フ レ ー ム に お い て 前 記 第 １ 走 査 線 が 選 択 さ れ る 第 １ 水 平 走 査 期 間 の う ち 、
　 第 １ 書 込 期 間 で は 、
　 前 記 第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト ノ ー ド に 階 調 レ ベ ル に 応 じ た 電 位 を 、 前 記 デ ー タ  
線 を 介 し て 供 給 し 、
　 前 記 第 １ 書 込 期 間 前 の 第 １ 初 期 化 期 間 で は 、
　 第 １ 動 作 を 実 行 し 、
　 前 記 第 ２ 走 査 線 が 選 択 さ れ る 第 ２ 水 平 走 査 期 間 の う ち 、
　 第 ２ 書 込 期 間 で は 、
　 前 記 第 ２ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト ノ ー ド に 階 調 レ ベ ル に 応 じ た 電 位 を 、 前 記 デ ー タ  
線 を 介 し て 供 給 し 、
　 前 記 第 ２ 書 込 期 間 前 の 第 ２ 初 期 化 期 間 で は 、
　 第 ２ 動 作 を 実 行 し 、
　 前 記 第 １ 動 作 は 、
　 前 記 二 つ の 電 極 の 一 方 の 電 極 に 、 前 記 階 調 レ ベ ル に 応 じ た 電 位 と は 異 な る 第 １ 電 位 を 、  
前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 供 給 す る 動 作 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 動 作 は 、 前 記 デ ー タ 線 の 電 位 と 前 記 一 方 の 電 極 に お け る 電 位 と を 、 前 記 第 １ 電  
位 と 第 ２ 電 位 と の 間 の 電 位 に さ せ る 動 作 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 電 位 は 、 前 記 ゲ ー ト ノ ー ド に 供 給 さ れ れ ば 、 前 記 第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー お よ  
び 前 記 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー を オ フ 状 態 に さ せ る 電 位 で あ る
　 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 一 端 お よ び 他 端 を 有 し 、 一 端 が 前 記 デ ー タ 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 前 記 第 １ 電 位  
の 給 電 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 し 、
　 前 記 制 御 回 路 は 、
　 前 記 第 １ 初 期 化 期 間 で は 、
　 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 に 制 御 す る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 一 端 お よ び 他 端 を 有 し 、 一 端 が 前 記 デ ー タ 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 他 端 が オ ン 電 位 を 給  
電 す る 給 電 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 し 、
　 前 記 制 御 回 路 は 、
　 前 記 第 １ 初 期 化 期 間 後 で あ っ て 前 記 第 １ 書 込 期 間 前 の 第 ３ 初 期 化 期 間 、 お よ び 、 前 記 第  
２ 初 期 化 期 間 後 で あ っ て 前 記 第 ２ 書 込 期 間 前 の 第 ４ 初 期 化 期 間 で は 、
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　 前 記 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 に 制 御 し 、
　 前 記 オ ン 電 位 は 、
　 前 記 ゲ ー ト ノ ー ド に 供 給 さ れ れ ば 、 前 記 第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー お よ び 前 記 第 ２ 駆 動 ト  
ラ ン ジ ス タ ー を オ ン 状 態 に さ せ る 電 位 で あ る
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 回 路 は 、
　 前 記 第 ３ 初 期 化 期 間 お よ び 第 ４ 初 期 化 期 間 で は 、
　 前 記 ゲ ー ト ノ ー ド に 前 記 オ ン 電 位 を 、 前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 供 給 し 、
　 前 記 第 ３ 初 期 化 期 間 後 で あ っ て 前 記 第 １ 書 込 期 間 よ り も 前 の 第 １ 補 償 期 間 、 お よ び 、 前  
記 第 ４ 初 期 化 期 間 後 で あ っ て 前 記 第 ２ 書 込 期 間 よ り も 前 の 第 ２ 補 償 期 間 で は 、
　 前 記 第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト ノ ー ド お よ び 前 記 第 ２ 駆 動 の ゲ ー ト ノ ー ド を 当 該  
第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー お よ び 当 該 第 ２ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー の 閾 値 に 相 当 す る 電 位 に 収 束  
さ せ る
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 制 御 回 路 は 、
　 前 記 第 １ フ レ ー ム に 続 く 第 ２ フ レ ー ム に お い て 、
　 前 記 第 １ 初 期 化 期 間 で は 前 記 第 ２ 動 作 を 実 行 し 、
　 前 記 第 ２ 初 期 化 期 間 で は 前 記 第 １ 動 作 を 実 行 す る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 制 御 回 路 は 、
　 前 記 第 １ 書 込 期 間 お よ び 前 記 第 ２ 書 込 期 間 に お い て 、
　 前 記 ゲ ー ト ノ ー ド に 階 調 レ ベ ル に 応 じ た 電 位 を 、 カ ッ プ リ ン グ 容 量 お よ び 前 記 デ ー タ 線  
を 介 し て 供 給 す る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 制 御 回 路 は 、
　 前 記 第 １ 水 平 走 査 期 間 の う ち 、
　 前 記 第 １ 初 期 化 期 間 前 の 第 １ ゲ ー ト ノ ー ド 初 期 化 期 間 に お い て 、 前 記 第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ  
ス タ ー の ゲ ー ト ノ ー ド に 前 記 第 ２ 電 位 を 、 前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 供 給 し 、
　 前 記 第 ２ 水 平 走 査 期 間 の う ち 、
　 前 記 第 ２ 初 期 化 期 間 前 の 第 ２ ゲ ー ト ノ ー ド 初 期 化 期 間 に お い て 、 前 記 第 ２ 駆 動 ト ラ ン ジ  
ス タ ー の ゲ ー ト ノ ー ド に 前 記 第 ２ 電 位 を 、 前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 供 給 す る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か に 記 載 の 電 気 光 学 装 置 を 有 す る 電 子 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 気 光 学 装 置 お よ び 電 子 機 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ O r g a n i c  L i g h t  E m i t t i n g  D i o d e 、 以 下 「 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 」  
と い う ） 素 子 な ど の 発 光 素 子 を 用 い た 電 気 光 学 装 置 （ 表 示 装 置 ） が 各 種 提 案 さ れ て い る 。  
電 気 光 学 装 置 で は 、 走 査 線 と デ ー タ 線 と の 交 差 に 対 応 し て 、 上 記 発 光 素 子 や 駆 動 ト ラ ン ジ  
ス タ ー な ど を 含 む 画 素 回 路 が 、 表 示 す べ き 画 像 の 画 素 に 対 応 し て 設 け ら れ る 構 成 が 一 般 的  
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 画 素 の 階 調 レ ベ ル に 応 じ た 電 位 の デ ー タ 信 号 が 駆 動 ト ラ ン ジ  
ス タ ー の ゲ ー ト ノ ー ド に 供 給 さ れ る と 、 当 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー は 、 ゲ ー ト ノ ー ド お よ び  
ソ ー ス ノ ー ド の 間 の 電 圧 に 応 じ た 電 流 を 発 光 素 子 に 供 給 す る 。 こ れ に よ り 、 当 該 発 光 素 子  
は 、 階 調 レ ベ ル に 応 じ た 輝 度 で 発 光 す る 。
　 画 素 回 路 と し て は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー を 含 め て ４ つ の ト ラ ン ジ ス タ ー を 有 す る 構 成 が  
知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ １ － １ ７ ９ ６ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 電 気 光 学 装 置 で は 、 小 型 化 さ れ て 携 帯 機 器 に 適 用 さ れ る 場 合 、 電 池 等 の 関 係 で 低 消 費 電  
力 化 が 強 く 要 求 さ れ る 。 し か し な が ら 、 上 記 構 成 で は 、 低 消 費 電 力 化 が 十 分 で な い 、 と い  
う 課 題 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 開 示 の 一 態 様 に 係 る 電 気 光 学 装 置 は 、
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 電 気 光 学 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 電 気 光 学 装 置 の 電 気 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 電 気 光 学 装 置 の 画 素 回 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 電 気 光 学 装 置 の 動 作 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 電 気 光 学 装 置 の 動 作 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 電 気 光 学 装 置 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 電 気 光 学 装 置 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 電 気 光 学 装 置 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 電 気 光 学 装 置 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 電 気 光 学 装 置 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 電 気 光 学 装 置 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 電 気 光 学 装 置 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 電 気 光 学 装 置 の 優 位 性 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 電 気 光 学 装 置 を 用 い た ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ の 光 学 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 実 施 形 態 に 係 る 電 気 光 学 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 各 図 に お  
い て 、 各 部 の 寸 法 お よ び 縮 尺 は 、 実 際 の も の と 適 宜 に 異 な ら せ て あ る 。 ま た 、 以 下 に 述 べ  
る 実 施 の 形 態 は 、 好 適 な 具 体 例 で あ る か ら 、 技 術 的 に 好 ま し い 種 々 の 限 定 が 付 さ れ て い る  
が 、 本 開 示 の 範 囲 は 、 以 下 の 説 明 に お い て 特 に 本 開 示 を 限 定 す る 旨 の 記 載 が な い 限 り 、 こ  
れ ら の 形 態 に 限 ら れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 実 施 形 態 に 係 る 電 気 光 学 装 置 １ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 電 気 光 学 装 置 １ ０ は 、  
例 え ば ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ な ど に お い て 画 像 を 表 示 す る マ イ ク ロ ・ デ ィ ス プ レ イ  
・ パ ネ ル で あ る 。 電 気 光 学 装 置 １ ０ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 含 む 画 素 回 路 や 、 当 該 画 素 回 路 を 駆 動  
す る 駆 動 回 路 な ど を 含 む 。 画 素 回 路 や 駆 動 回 路 等 は 半 導 体 基 板 に 集 積 化 さ れ る 。 半 導 体 基  
板 は 、 典 型 的 に は シ リ コ ン 基 板 で あ る が 、 他 の 半 導 体 基 板 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 電 気 光 学 装 置 １ ０ は 、 表 示 領 域 １ ０ ０ で 開 口 す る 枠 状 の ケ ー ス １ ９ ２ に 収 納 さ れ る 。 電  
気 光 学 装 置 １ ０ は 、 Ｆ Ｐ Ｃ 基 板 １ ９ ４ の 一 端 に 接 続 さ れ る 。 な お 、 Ｆ Ｐ Ｃ と は 、 F l e x i b l  
e  P r i n t e d  C i r c u i t s の 略 称 で あ る 。 Ｆ Ｐ Ｃ 基 板 １ ９ ４ の 他 端 に は 、 図 示 省 略 さ れ た ホ ス  
ト 装 置 に 接 続 さ れ る 複 数 の 端 子 １ ９ ６ が 設 け ら れ る 。 複 数 の 端 子 １ ９ ６ が ホ ス ト 装 置 に 接  
続 さ れ る と 、 電 気 光 学 装 置 １ ０ に は 、 当 該 ホ ス ト 装 置 か ら Ｆ Ｐ Ｃ 基 板 １ ９ ４ を 介 し て 映 像  
デ ー タ や 同 期 信 号 な ど が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 図 に お い て 、 Ｘ 方 向 は 、 電 気 光 学 装 置 １ ０ に お け る 走 査 線 の 延 在 方 向 を 示 し 、 Ｙ  
方 向 は 、 デ ー タ 線 の 延 在 方 向 を 示 す 。 Ｘ 方 向 お よ び Ｙ 方 向 で 定 ま る 二 次 元 平 面 が 半 導 体 基  
板 の 基 板 面 で あ る 。 Ｚ 方 向 は 、 Ｘ 方 向 お よ び Ｙ 方 向 に 垂 直 で あ っ て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ か ら 発 せ ら  
れ る 光 の 出 射 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ は 、 電 気 光 学 装 置 １ ０ の 電 気 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 に 示 さ れ る よ う  
に 、 電 気 光 学 装 置 １ ０ は 、 制 御 回 路 ３ ０ 、 デ ー タ 信 号 出 力 回 路 ５ ０ 、 補 助 回 路 ６ ０ 、 ｎ 個  
の 容 量 素 子 ７ ０ 、 初 期 化 回 路 ８ ０ 、 表 示 領 域 １ ０ ０ お よ び 走 査 線 駆 動 回 路 １ ２ ０ を 含 む 。
　 表 示 領 域 １ ０ ０ で は 、 ｍ 行 の 走 査 線 １ ２ が 図 に お い て Ｘ 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 ｎ 列 の  
デ ー タ 線 １ ４ が 、 Ｙ 方 向 に 沿 っ て 、 か つ 、 各 走 査 線 １ ２ と 互 い に 電 気 的 に 絶 縁 を 保 つ よ う  
に 設 け ら れ る 。 な お 、 ｍ 、 ｎ は 、 ２ 以 上 の 整 数 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 表 示 領 域 １ ０ ０ に は 、 画 素 回 路 １ １ ０ が 、 ｍ 行 の 走 査 線 １ ２ と ｎ 列 の デ ー タ 線 １ ４ と の  
交 差 に 対 応 し て 設 け ら れ る 。 こ の た め 、 画 素 回 路 １ １ ０ は 、 縦 ｍ 行 × 横 ｎ 列 で マ ト リ ク ス  
状 に 配 列 す る 。 マ ト リ ク ス 配 列 の う ち 、 行 （ ロ ウ ） を 区 別 す る た め に 、 図 に お い て 上 か ら  
順 に １ 、 ２ 、 ３ 、 … 、 （ ｍ － １ ） 、 ｍ 行 目 と 呼 ぶ こ と が あ る 。 同 様 に マ ト リ ク ス の 列 （ カ  
ラ ム ） を 区 別 す る た め に 、 図 に お い て 左 か ら 順 に １ 、 ２ 、 ３ 、 … 、 （ ｎ － １ ） 、 ｎ 列 目 と  
呼 ぶ こ と が あ る 。
　 走 査 線 １ ２ を 一 般 化 し て 説 明 す る た め に 、 １ 以 上 ｍ 以 下 の 整 数 （ ｉ － １ ） お よ び ｉ が 用  
い ら れ る 。 特 に 、 奇 数 （ １ 、 ３ 、 ５ 、 … ） 行 目 を 一 般 化 し て 説 明 す る た め に 、 （ ｉ － １ ）  
が 奇 数 と し て 用 い ら れ る こ と が あ り 、 偶 数 （ ２ 、 ４ 、 ６ 、 … ） 行 目 を 一 般 化 し て 説 明 す る  
た め に 、 ｉ が 偶 数 と し て 用 い ら れ る こ と が あ る 。 ま た 、 デ ー タ 線 １ ４ を 一 般 化 し て 説 明 す  
る た め に 、 １ 以 上 ｎ 以 下 の 整 数 ｊ が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 制 御 回 路 ３ ０ は 、 上 位 の ホ ス ト 装 置 か ら 供 給 さ れ る 映 像 デ ー タ Ｖ i d や 同 期 信 号 Ｓ y n c に  
基 づ い て 各 部 を 制 御 す る 。 映 像 デ ー タ Ｖ i d は 、 表 示 す べ き 画 像 に お け る 画 素 の 階 調 レ ベ  
ル を 例 え ば ８ ビ ッ ト で 指 定 す る 。
　 同 期 信 号 Ｓ y n c に は 、 映 像 デ ー タ Ｖ i d の 垂 直 走 査 開 始 を 指 示 す る 垂 直 同 期 信 号 や 、 水 平  
走 査 開 始 を 指 示 す る 水 平 同 期 信 号 、 お よ び 、 映 像 デ ー タ の １ 画 素 分 の タ イ ミ ン グ を 示 す ド  
ッ ト ク ロ ッ ク 信 号 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 実 施 形 態 に お い て 表 示 す べ き 画 像 の 画 素 と 表 示 領 域 １ ０ ０ に お け る 画 素 回 路 １ １ ０ と は  
一 対 一 に 対 応 す る 。
　 ホ ス ト 装 置 か ら 供 給 さ れ る 映 像 デ ー タ Ｖ i d に お い て 階 調 レ ベ ル で 示 さ れ る 明 る さ の 特  
性 と 、 画 素 回 路 １ １ ０ に 含 ま れ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 輝 度 の 特 性 と は 、 必 ず し も 一 致 し な い 。 そ こ  
で 、 制 御 回 路 ３ ０ は 、 映 像 デ ー タ Ｖ i d で 指 定 さ れ る 階 調 レ ベ ル に 対 応 し た 輝 度 で Ｏ Ｌ Ｅ  
Ｄ を 発 光 さ せ る た め に 、 映 像 デ ー タ Ｖ i d の ８ ビ ッ ト を 、 実 施 形 態 で は 例 え ば １ ０ ビ ッ ト  
に ア ッ プ コ ン バ ー ジ ョ ン し て 、 映 像 デ ー タ Ｖ d a t a と し て 出 力 す る 。 こ の た め 、 １ ０ ビ ッ  
ト の 映 像 デ ー タ Ｖ d a t a に つ い て も 、 階 調 レ ベ ル を 指 定 す る こ と に な る 。 す な わ ち 、 映 像  
デ ー タ Ｖ d a t a は 、 映 像 デ ー タ Ｖ i d で 指 定 さ れ る 階 調 レ ベ ル を 変 換 し た 階 調 レ ベ ル を 指 定  
す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 ア ッ プ コ ン バ ー ジ ョ ン に は 、 入 力 で あ る 映 像 デ ー タ Ｖ i d の ８ ビ ッ ト と 、 出 力 で  
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あ る 映 像 デ ー タ Ｖ d a t a の １ ０ ビ ッ ト と の 対 応 関 係 を 予 め 記 憶 し た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル  
が 用 い ら れ る 。 ま た 、 制 御 回 路 ３ ０ は 、 各 部 を 制 御 す る た め に 各 種 の 制 御 信 号 を 生 成 す る  
が 、 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 走 査 線 駆 動 回 路 １ ２ ０ は 、 各 種 の 信 号 を 出 力 し て 、 制 御 回 路 ３ ０ に よ る 制 御 に し た が っ  
て 、 ｍ 行 ｎ 列 で 配 列 す る 画 素 回 路 １ １ ０ を １ 行 毎 に 駆 動 す る た め の 回 路 で あ る 。 例 え ば 走  
査 線 駆 動 回 路 １ ２ ０ は 、 １ 、 ２ 、 ３ 、 … 、 （ ｍ － １ ） 、 ｍ 行 目 の 走 査 線 １ ２ に 、 順 に 走 査  
信 号 ／ Ｇ w r ( 1 ) 、 ／ Ｇ w r ( 2 ) 、 … 、 ／ Ｇ w r ( m - 1 ) 、 ／ Ｇ w r ( m ) を 供 給 す る 。 一 般 的 に は  
、 （ ｉ － １ ） 行 目 の 走 査 線 １ ２ に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 が ／ Ｇ w r ( i - 1 ) と 表 記 さ れ る 。 走 査  
線 駆 動 回 路 １ ２ ０ は 、 走 査 信 号 ／ Ｇ w r ( 1 ) ～ ／ Ｇ w r ( m ) の 他 に も 各 種 の 制 御 信 号 を 出 力  
す る が 、 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 デ ー タ 信 号 出 力 回 路 ５ ０ は 、 走 査 線 駆 動 回 路 １ ２ ０ に よ っ て 選 択 さ れ た 行 に 位 置 す る 画  
素 回 路 １ １ ０ に 向 け て 、 輝 度 に 応 じ た 電 圧 の 信 号 を 出 力 す る 回 路 で あ る 。 詳 細 に は 、 デ ー  
タ 信 号 出 力 回 路 ５ ０ は 、 選 択 回 路 群 ５ ２ 、 第 １ ラ ッ チ 回 路 群 ５ ４ 、 第 ２ ラ ッ チ 回 路 群 ５ ６  
お よ び ｎ 個 の Ｄ Ａ 変 換 回 路 ５ ０ ０ を 含 む 。
　 選 択 回 路 群 ５ ２ は 、 ｎ 列 と 一 対 一 に 対 応 し た 選 択 回 路 ５ ２ ０ を 含 み 、 第 １ ラ ッ チ 回 路 群  
５ ４ は 、 ｎ 列 と 一 対 一 に 対 応 し た 第 １ ラ ッ チ 回 路 Ｌ １ を 含 み 、 第 ２ ラ ッ チ 回 路 群 ５ ６ は 、  
ｎ 列 と 一 対 一 に 対 応 し た 第 ２ ラ ッ チ 回 路 Ｌ ２ を 含 む 。 ま た 、 ｎ 個 の Ｄ Ａ 変 換 回 路 ５ ０ ０ は  
、 ｎ 列 に 一 対 一 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 す な わ ち 、 各 例 に 対 応 し て 、 選 択 回 路 ５ ２ ０ 、 第 １ ラ ッ チ 回 路 Ｌ １ 、 第 ２ ラ ッ チ 回 路 Ｌ  
２ お よ び Ｄ Ａ 変 換 回 路 ５ ０ ０ の 組 が 設 け ら れ る 。 こ こ で 、 ｊ 列 目 の 選 択 回 路 ５ ２ ０ は 、 制  
御 回 路 ３ ０ か ら 出 力 さ れ る 映 像 デ ー タ Ｖ d a t a の う ち 、 ｊ 列 目 の 映 像 デ ー タ の 選 択 を ｊ 列  
目 の 第 １ ラ ッ チ 回 路 Ｌ １ に 指 示 し 、 ｊ 列 目 の 第 １ ラ ッ チ 回 路 Ｌ １ は 、 当 該 指 示 に し た が っ  
て 映 像 デ ー タ Ｖ d a t a を ラ ッ チ す る 。 ｊ 列 目 の 第 ２ ラ ッ チ 回 路 Ｌ ２ は 、 ｊ 列 目 の 第 １ ラ ッ  
チ 回 路 Ｌ １ に よ り ラ ッ チ さ れ た 映 像 デ ー タ Ｖ d a t a を 、 制 御 回 路 ３ ０ に よ る 制 御 に し た が  
っ て 、 後 述 す る 書 込 期 間 （ Ｃ ） に お い て ｊ 列 目 の Ｄ Ａ 変 換 回 路 ５ ０ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ｊ 列 目 の Ｄ Ａ 変 換 回 路 ５ ０ ０ は 、 ｊ 列 目 の 第 ２ ラ ッ チ 回 路 Ｌ ２ か ら 出 力 さ れ た １ ０ ビ ッ  
ト の 映 像 デ ー タ Ｖ d a t a を ア ナ ロ グ の 信 号 に 変 換 し 、 ｊ 列 目 の デ ー タ 信 号 出 力 線 １ ４ ｃ に  
出 力 す る 。 換 言 す れ ば 、 デ ー タ 信 号 出 力 線 １ ４ ｃ は デ ー タ 線 １ ４ と 一 対 一 に 対 応 し て 設 け  
ら れ 、 ｊ 列 目 の Ｄ Ａ 変 換 回 路 ５ ０ ０ に お け る 出 力 端 は 、 ｊ 列 目 の デ ー タ 信 号 出 力 線 １ ４ ｃ  
に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 補 助 回 路 ６ ０ は 、 デ ー タ 信 号 出 力 線 １ ４ ｃ と 一 対 一 に 対 応 し て 設 け ら れ た ト ラ ン ジ ス タ  
ー ６ ２ の 集 合 体 で あ る 。 ｊ 列 目 に 対 応 す る ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ の ソ ー ス ノ ー ド は 電 位 Ｖ r  
e f の 給 電 線 に 接 続 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ の ド レ イ ン ノ ー ド は 当 該 ｊ 列 目 の デ ー タ 信  
号 出 力 線 １ ４ ｃ に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 各 列 に お け る ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ の ゲ ー ト ノ ー ド に  
は 、 制 御 回 路 ３ ０ か ら 出 力 さ れ る 制 御 信 号 ／ Ｇ r e f が 共 通 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ｎ 個 の 容 量 素 子 ７ ０ は 、 デ ー タ 信 号 出 力 線 １ ４ ｃ お よ び デ ー タ 線 １ ４ の 組 と 一 対 一 に 対  
応 し て 設 け ら れ る 。 詳 細 に は 、 ｊ 列 目 の 容 量 素 子 ７ ０ の 一 端 は ｊ 列 目 の デ ー タ 信 号 出 力 線  
１ ４ ｃ に 接 続 さ れ 、 ｊ 列 目 の 容 量 素 子 ７ ０ の 他 端 は ｊ 列 目 の デ ー タ 線 １ ４ に 接 続 さ れ る 。
　 な お 、 映 像 デ ー タ Ｖ d a t a は 、 映 像 デ ー タ Ｖ i d で 指 定 さ れ る 階 調 レ ベ ル に 対 応 し 、 Ｄ Ａ  
変 換 回 路 ５ ０ ０ は 、 当 該 映 像 デ ー タ Ｖ d a t a を ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 し 、 当 該 ア ナ ロ グ 信 号  
が 容 量 素 子 ７ ０ を 介 し 、 デ ー タ 信 号 と し て デ ー タ 線 １ ４ に 供 給 さ れ る 。 こ の た め 、 デ ー タ  
線 １ ４ に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 の 電 位 は 、 映 像 デ ー タ Ｖ i d お よ び 映 像 デ ー タ Ｖ d a t a で 指  
定 さ れ る 階 調 レ ベ ル に 対 応 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 初 期 化 回 路 ８ ０ は 、 デ ー タ 線 １ ４ に 一 対 一 に 対 応 し て 設 け ら れ た 、 ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ２  
、 ８ ４ お よ び ８ ６ の 組 の 集 合 体 で あ る 。
　 ｊ 列 目 に 対 応 す る ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ２ の ソ ー ス ノ ー ド は 電 位 Ｖ e l の 給 電 線 に 接 続 さ れ  
、 ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ２ の ド レ イ ン ノ ー ド は 当 該 ｊ 列 目 の デ ー タ 線 １ ４ に 接 続 さ れ る 。 ま た  
、 各 列 に お け る ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ２ の ゲ ー ト ノ ー ド に は 、 制 御 回 路 ３ ０ か ら 出 力 さ れ る 制  
御 信 号 ／ Ｄ r s t が 共 通 に 供 給 さ れ る 。 電 位 Ｖ e l は 、 電 源 電 圧 の 高 位 電 位 と し て 用 い ら れ る  
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ｊ 列 目 に 対 応 す る ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ４ の ソ ー ス ノ ー ド は 電 位 Ｖ i n i の 給 電 線 に 接 続 さ れ  
、 ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ４ の ド レ イ ン ノ ー ド は 当 該 ｊ 列 目 の デ ー タ 線 １ ４ に 接 続 さ れ る 。 ま た  
、 各 列 に お け る ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ４ の ゲ ー ト ノ ー ド に は 、 制 御 回 路 ３ ０ か ら 出 力 さ れ る 制  
御 信 号 ／ Ｇ i n i が 共 通 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ｊ 列 目 に 対 応 す る ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ６ の ソ ー ス ノ ー ド は 電 位 Ｖ o r s t の 給 電 線 に 接 続 さ  
れ 、 ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ６ の ド レ イ ン ノ ー ド は 当 該 ｊ 列 目 の デ ー タ 線 １ ４ に 接 続 さ れ る 。 ま  
た 、 各 列 に お け る ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ６ の ゲ ー ト ノ ー ド に は 、 制 御 回 路 ３ ０ か ら 出 力 さ れ る  
制 御 信 号 ／ Ｇ r s t が 共 通 に 供 給 さ れ る 。 な お 、 電 位 Ｖ o r s t は 、 例 え ば 電 位 Ｇ n d 、 ま た は  
、 当 該 電 位 Ｇ n d に 近 い 低 位 の 電 位 で あ る 。 具 体 的 に は 、 電 位 Ｖ o r s t は 、 仮 に Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の  
ア ノ ー ド に 給 電 さ れ た 場 合 に 、 当 該 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 電 流 が 流 れ な い 程 度 の 電 位 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 各 列 の デ ー タ 線 １ ４ に は そ れ ぞ れ 容 量 成 分 が 寄 生 す る 。 図 で は 、 当 該 容 量 成 分 が 寄 生 容  
量 ７ ２ と し て 表 記 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 当 該 寄 生 容 量 ７ ２ は 、 電 気 的 に み れ ば 一 端 が デ  
ー タ 線 １ ４ に 接 続 さ れ 、 他 端 が 電 位 一 定 の 給 電 線 に 接 続 さ れ た 容 量 素 子 と し て 表 さ れ て い  
る 。
　 ま た 、 図 に お い て １ 、 ２ 、 … 、 （ ｎ － １ ） 、 ｎ 列 目 に お け る デ ー タ 線 １ ４ の 電 位 が 、 順  
に Ｖ d ( 1 ) 、 Ｖ d ( 2 ) 、 … 、 Ｖ d ( n - 1 ) 、 Ｖ d ( n ) と 表 記 さ れ る 。 一 般 的 に は 、 ｊ 列 目 に お け  
る デ ー タ 線 １ ４ の 電 位 は Ｖ d ( j ) と 表 記 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 、 画 素 回 路 １ １ ０ を 示 す 回 路 図 で あ る 。 ｍ 行 ｎ 列 で 配 列 す る 画 素 回 路 １ １ ０ は 電  
気 的 に み れ ば 互 い に 同 一 で あ る 。 こ の た め 、 画 素 回 路 １ １ ０ に つ い て は 、 （ ｉ － １ ） 行 ｊ  
列 に 位 置 す る 画 素 回 路 １ １ ０ で 代 表 さ せ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 に 示 さ れ る よ う に 、 画 素 回 路 １ １ ０ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ と 、 ｐ 型 の ト ラ ン ジ ス タ ー １  
２ １ ～ １ ２ ４ と 、 容 量 素 子 １ ４ ０ と を 含 む 。 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ ～ １ ２ ４ は 、 例 え ば Ｍ  
Ｏ Ｓ 型 で あ る 。 な お 、 Ｍ Ｏ Ｓ と は 、 M e t a l - O x i d e - S e m i c o n d u c t o r  f i e l d - e f f e c t  t r a  
n s i s t o r の 略 称 で あ る 。
　 ま た 、 （ ｉ － １ ） 行 目 の 画 素 回 路 １ １ ０ に は 、 当 該 （ ｉ － １ ） 行 目 に 対 応 し た 走 査 信 号  
／ Ｇ w r ( i - 1 ) の ほ か 、 制 御 信 号 ／ Ｇ e l ( i - 1 ) 、 ／ Ｇ c m p ( i - 1 ) が 、 走 査 線 駆 動 回 路 １ ２ ０ か  
ら 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 制 御 信 号 ／ Ｇ e l ( i - 1 ) と は 、 １ 、 ２ 、 … 、 （ ｍ － １ ） 、 ｍ 行 目 に 対 応 し て 順 に 供 給 さ れ  
る 制 御 信 号 ／ Ｇ e l ( 1 ) 、 ／ Ｇ e l ( 2 ) 、 … 、 ／ Ｇ e l ( m - 1 ) 、 ／ Ｇ e l ( m ) を 一 般 化 し て 表 記 し  
た も の で あ る 。 同 様 に 、 制 御 信 号 ／ Ｇ c m p ( i - 1 ) は 、 １ 、 ２ 、 … 、 （ ｍ － １ ） 、 ｍ 行 目 に  
対 応 し て 順 に 供 給 さ れ る 制 御 信 号 ／ Ｇ c m p ( 1 ) 、 ／ Ｇ c m p ( 2 ) 、 … 、 ／ Ｇ c m p ( m - 1 ) 、 ／  
Ｇ c m p ( m ) を 一 般 化 し て 表 記 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ は 、 画 素 電 極 １ ３ １ と 共 通 電 極 １ ３ ３ と で 発 光 機 能 層 １ ３ ２ を 挟 持 し た  
発 光 素 子 で あ る 。 画 素 電 極 １ ３ １ は ア ノ ー ド と し て 機 能 し 、 共 通 電 極 １ ３ ３ は カ ソ ー ド と  
し て 機 能 す る 。 共 通 電 極 １ ３ ３ は 光 透 過 性 を 有 す る 。
　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ に お い て 、 ア ノ ー ド か ら カ ソ ー ド に 向 か っ て 電 流 が 流 れ る と 、 ア ノ ー ド  
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か ら 注 入 さ れ た 正 孔 と カ ソ ー ド か ら 注 入 さ れ た 電 子 と が 発 光 機 能 層 １ ３ ２ で 再 結 合 し て 励  
起 子 が 生 成 さ れ 、 白 色 光 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 カ ラ ー 表 示 と す る 場 合 、 発 生 し た 白 色 光 が 、 例 え ば 図 示 省 略 さ れ た 反 射 層 と 半 反 射 半 透  
過 層 と で 構 成 さ れ た 光 共 振 器 に て 共 振 し 、 Ｒ （ 赤 ） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ） の い ず れ か の 色  
に 対 応 し て 設 定 さ れ た 共 振 波 長 で 出 射 す る 。 光 共 振 器 か ら 光 の 出 射 側 に は 当 該 色 に 対 応 し  
た カ ラ ー フ ィ ル タ ー が 設 け ら れ る 。 し た が っ て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ か ら の 出 射 光 は 、 光 共 振  
器 お よ び カ ラ ー フ ィ ル タ ー に よ る 着 色 を 順 に 経 て 、 観 察 者 に 視 認 さ れ る 。 な お 、 光 共 振 器  
は 図 示 省 略 さ れ て い る 。 ま た 、 電 気 光 学 装 置 １ ０ が 単 に 明 暗 の み の 単 色 画 像 を 表 示 す る 場  
合 に は 、 上 記 光 共 振 器 お よ び カ ラ ー フ ィ ル タ ー が 省 略 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 に お け る 画 素 回 路 １ １ ０ の ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ に あ っ て は 、 ゲ ー ト  
ノ ー ド ｇ が ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ２ の ド レ イ ン ノ ー ド に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス ノ ー ド ｓ が 、 電 位  
Ｖ e l が 供 給 さ れ る 給 電 線 １ １ ６ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン ノ ー ド ｄ が ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ３  
の ソ ー ス ノ ー ド お よ び ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ４ の ソ ー ス ノ ー ド に 接 続 さ れ る 。 容 量 素 子 １ ４  
０ に あ っ て は 、 一 端 が ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ の ゲ ー ト ノ ー ド ｇ に 接 続 さ れ 、 他 端 が 給 電 線  
１ １ ６ に 接 続 さ れ る 。 こ の た め 、 容 量 素 子 １ ４ ０ は 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ に お け る ゲ ー  
ト ノ ー ド ｇ お よ び ソ ー ス ノ ー ド ｓ の 間 の 電 圧 を 保 持 す る 。
　 な お 、 容 量 素 子 １ ４ ０ の 他 端 は 、 電 位 が ほ ぼ 一 定 に 保 た れ て い れ ば よ い の で 、 電 位 Ｖ e  
l の 給 電 線 １ １ ６ 以 外 の 、 他 の 電 位 の 給 電 線 に 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 実 施 形 態 に お い て 、 容 量 素 子 １ ４ ０ と し て 、 例 え ば ト ラ ン ジ ス タ ー の 半 導 体 層 （ 下 部 電  
極 ） と ゲ ー ト 電 極 層 （ 上 部 電 極 ） と で ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト 絶 縁 層 を 挟 持 す る こ と に よ  
っ て 形 成 さ れ る 、 い わ ゆ る Ｍ Ｏ Ｓ 容 量 が 用 い ら れ る 。 な お 、 容 量 素 子 １ ４ ０ と し て は 、 ト  
ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ の ゲ ー ト ノ ー ド ｇ の 寄 生 容 量 を 用 い て も よ い し 、 半 導 体 基 板 に お い て  
互 い に 異 な る 導 電 層 で 絶 縁 層 を 挟 持 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 、 い わ ゆ る メ タ ル 容 量 を  
用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 に お け る 画 素 回 路 １ １ ０ の ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ２ に あ っ て は 、 ゲ ー ト  
ノ ー ド が （ ｉ － １ ） 行 目 の 走 査 線 １ ２ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス ノ ー ド が 当 該 ｊ 列 目 の デ ー タ 線  
１ ４ に 接 続 さ れ る 。 （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 に お け る 画 素 回 路 １ １ ０ の ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ３ に  
あ っ て は 、 ゲ ー ト ノ ー ド に 制 御 信 号 ／ Ｇ c m p ( i - 1 ) が 供 給 さ れ 、 ド レ イ ン ノ ー ド が 当 該 ｊ  
列 目 の デ ー タ 線 １ ４ に 接 続 さ れ る 。 （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 に お け る 画 素 回 路 １ １ ０ の ト ラ ン ジ  
ス タ ー １ ２ ４ に あ っ て は 、 ゲ ー ト ノ ー ド に 制 御 信 号 ／ Ｇ e l ( i - 1 ) が 供 給 さ れ 、 ド レ イ ン ノ  
ー ド が Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ の ア ノ ー ド で あ る 画 素 電 極 １ ３ １ に 接 続 さ れ る 。
　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ の カ ソ ー ド と し て 機 能 す る 共 通 電 極 １ ３ ３ に は 、 電 位 Ｖ c t が 給 電 さ れ  
る 。 な お 、 電 位 Ｖ c t は 、 例 え ば 電 位 Ｇ n d 、 ま た は 、 当 該 電 位 Ｇ n d に 近 い 低 位 の 電 位 で あ  
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 説 明 に お い て 「 電 気 的 に 接 続 さ れ 」 ま た は 単 に 「 接 続 さ れ 」 と は 、 ２ 以 上 の 要 素 間 の  
直 接 的 ま た は 間 接 的 な 接 続 ま た は 結 合 を 意 味 し 、 例 え ば 半 導 体 基 板 に お い て ２ 以 上 の 要 素  
間 が 直 接 的 で は な く て も 、 異 な る 配 線 層 お よ び コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て 結 合 さ れ る こ と  
も 含 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 制 御 回 路 ３ ０ は 、 デ ー タ 信 号 出 力 回 路 ５ ０ 、 補 助 回 路 ６ ０ 、 初 期 化 回 路 ８ ０ お よ び 走 査  
線 駆 動 回 路 １ ２ ０ を 介 し て 画 素 回 路 １ １ ０ の 駆 動 を 制 御 す る 。 こ の た め 、 制 御 回 路 ３ ０ 、  
デ ー タ 信 号 出 力 回 路 ５ ０ 、 補 助 回 路 ６ ０ 、 初 期 化 回 路 ８ ０ お よ び 走 査 線 駆 動 回 路 １ ２ ０ を  
含 め て 、 画 素 回 路 １ １ ０ を 制 御 す る 、 広 義 の 制 御 回 路 と 呼 ぶ こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 電 気 光 学 装 置 １ ０ に お け る 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ は 、 電 気 光 学 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
　 こ の う ち 、 図 ４ は 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ り 、 図 ５ は 、  
偶 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ e v e n ） の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 説 明 に お い て 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） と は 、 連 続 す る ２ フ レ ー ム の う ち 、 時 間 的  
に 先 行 す る １ フ レ ー ム を い い 、 偶 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ e v e n ） と は 、 連 続 す る ２ フ レ ー ム の  
う ち 、 時 間 的 に 後 行 す る １ フ レ ー ム を い う 。 １ フ レ ー ム と は 、 映 像 デ ー タ Ｖ i d で 指 定 さ  
れ る 画 像 の １ コ マ を 表 示 す る の に 要 す る 期 間 を い う 。 １ フ レ ー ム の 時 間 的 な 長 さ は 、 垂 直  
同 期 期 間 と 同 じ 場 合 、 例 え ば 同 期 信 号 Ｓ y n c に 含 ま れ る 垂 直 同 期 信 号 の 周 波 数 が ６ ０ Ｈ ｚ  
で あ れ ば 、 当 該 垂 直 同 期 信 号 の １ 周 期 分 に 相 当 す る １ ６ ． ７ ミ リ 秒 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 電 気 光 学 装 置 １ ０ で は 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） お よ び 偶 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） の  
各 フ レ ー ム に お い て 、 ｍ 行 の 走 査 線 １ ２ が   １ 、 ２ 、 ３ 、 … 、 ｍ 行 目 と い う 順 番 で １ 行 ず  
つ 選 択 さ れ て 水 平 走 査 さ れ る 。 な お 、 １ 行 分 の 水 平 走 査 に 要 す る 期 間 が 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ  
） で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 電 気 光 学 装 置 １ ０ に お い て 、 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ ） は 、 時 間 の 順 で 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ） 、  
補 償 期 間 （ Ｂ ） お よ び 書 込 期 間 （ Ｃ ） に 分 け ら れ る 。 こ の う ち 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ） は 、 さ  
ら に ３ つ の 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） 、 （ Ａ ２ ） お よ び （ Ａ ３ ） に 分 け ら れ る 。 ま た 、 画 素 回 路  
１ １ ０ の 動 作 と し て は 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ） 、 補 償 期 間 （ Ｂ ） お よ び 書 込 期 間 （ Ｃ ） と は 別  
に 、 さ ら に 発 光 期 間 （ Ｄ ） が 加 わ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） は 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ を オ フ 状 態 に 設 定 す る た め の 期 間 で あ る  
。 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ に お け る ア ノ ー ド 電 位 を 、 奇 数 行 ま た は 偶 数 行  
の 一 方 に つ い て リ セ ッ ト す る 期 間 で あ る 。 な お 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） で は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３  
０ に お け る ア ノ ー ド 電 位 が 、 奇 数 行 ま た は 偶 数 行 の 他 方 で は リ セ ッ ト さ れ な い 。
　 初 期 化 期 間 （ Ａ ３ ） は 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ を オ ン 状 態 に さ せ る た め の 電 位 Ｖ i n i を  
、 ゲ ー ト ノ ー ド ｇ に 供 給 す る た め の 期 間 で あ る 。
　 補 償 期 間 （ Ｂ ） は 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ の ゲ ー ト ノ ー ド ｇ を 、 当 該 ト ラ ン ジ ス タ ー １  
２ １ の 閾 値 電 圧 に 応 じ た 電 位 に 収 束 さ せ る た め の 期 間 で あ る 。
　 書 込 期 間 （ Ｃ ） は 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ の ゲ ー ト ノ ー ド ｇ に 、 階 調 レ ベ ル に 応 じ た 電  
位 を 保 持 さ せ る （ 書 き 込 む ） 期 間 で あ り 、 詳 細 に は 、 当 該 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ の ゲ ー ト  
ノ ー ド ｇ を 、 閾 値 電 圧 に 対 応 し た 電 位 か ら Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ に 流 す 電 流 に 応 じ た 電 圧 分 だ け  
変 化 さ せ る た め の 期 間 で あ る 。
　 発 光 期 間 （ Ｄ ） は 、 書 込 期 間 （ Ｃ ） に 保 持 さ れ た ゲ ー ト ノ ー ド ｇ の 電 位 に 応 じ た 電 流 を  
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ に 流 し て 発 光 さ せ る た め の 期 間 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 実 施 形 態 で は 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） お よ び 偶 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d  
d ） に 分 け ら れ る 。
　 ま た 、 各 行 に お け る 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ ） の 動 作 は 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） に お い て 奇 数 行  
お よ び 偶 数 行 で 異 な る 以 外 、 共 通 で あ り 、 あ る 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ ） に お い て 走 査 さ れ る 行  
の １ ～ ｎ 列 目 の 画 素 回 路 １ １ ０ の 動 作 は 、 ほ ぼ 共 通 で あ る 。
　 そ こ で 以 下 に お い て 、 先 に 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） の 動 作 に つ い て 説 明 し 、 後 に 、  
偶 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ e v e n ） の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま た 、 各 フ レ ー ム で は 、 先 に 、 奇  
数 の （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） お よ び （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １  
０ の 動 作 に つ い て 説 明 し 、 後 に 、 偶 数 の ｉ 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ e v e n ） お よ び ｉ 行  
ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お い て 、 各 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） で は  
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、 制 御 信 号 ／ Ｄ r s t が Ｌ レ ベ ル で あ り 、 制 御 信 号 ／ Ｇ i n i が Ｈ レ ベ ル で あ り 、 制 御 信 号 ／  
Ｇ r e f が Ｌ レ ベ ル で あ る 。 こ の た め 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ２ が オ ン 状 態 に な り 、 各 列  
の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ４ が オ フ 状 態 に な り 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ が オ ン 状 態 に な る 。
　 ま た 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お け る 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d  
d ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） で は 、 制 御 信 号 ／ Ｇ r s t が Ｈ レ ベ ル で あ る 。 こ の た め 、 各 列 の  
ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ６ が オ フ 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 奇 数 の （ ｉ － １ ） 行 目 に お け る 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） で は 、  
走 査 信 号 ／ Ｇ w r ( i - 1 ) が Ｌ レ ベ ル で あ り 、 制 御 信 号 ／ Ｇ c m p ( i - 1 ) が Ｈ レ ベ ル で あ り 、 制  
御 信 号 ／ Ｇ e l ( i - 1 ) が Ｈ レ ベ ル で あ る 。 こ の た め 、 当 該 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） で は 、 （ ｉ －  
１ ） 行 ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １ ０ に お い て 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ２ が オ ン 状 態 で あ り 、 ト ラ ン  
ジ ス タ ー １ ２ ３ が オ フ 状 態 で あ り 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ４ が オ フ 状 態 で あ る 。 水 平 走 査 期  
間 （ Ｈ _ o d d ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 「 第 １ ゲ ー ト ノ ー ド 初  
期 化 期 間 」 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 し た が っ て 、 当 該 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） で は 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列  
の 画 素 回 路 １ １ ０ で は 、 電 位 Ｖ e l が 、 ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ２ 、 ｊ 列 目 の デ ー タ 線 １ ４ お よ  
び ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ２ を 順 に 介 し て 、 容 量 素 子 １ ４ ０ の 一 端 、 お よ び 、 ト ラ ン ジ ス タ ー  
１ ２ １ の ゲ ー ト ノ ー ド ｇ に 供 給 さ れ る 。 ゲ ー ト ノ ー ド ｇ が 電 位 Ｖ e l に な る と 、 ゲ ー ト ノ  
ー ド ｇ お よ び ソ ー ス ノ ー ド ｓ の 間 の 電 圧 が ゼ ロ に な る の で 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ は 強 制  
的 に オ フ 状 態 に な る 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） に お い て ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ を オ フ 状 態  
に 設 定 す る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） が な く て も よ い 。 す な わ ち 、 初 期 化 期  
間 （ Ａ １ ） に お い て ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ を オ フ 状 態 に 設 定 せ ず に 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ）  
に お い て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ の ア ノ ー ド 電 位 を リ セ ッ ト し て も よ い 。 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ ー  
１ ２ ２ を オ フ 状 態 と し て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ に お け る ア ノ ー ド 電 位 を リ セ ッ ト し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お け る 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の  
初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） で は 、 各 列 に お い て ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ２ が オ ン 状 態 で あ り 、 各 列 に お  
い て ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ が オ ン 状 態 で あ る 。 こ の た め 、 当 該 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） に  
お け る 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） で は 、 各 列 に お い て 、 デ ー タ 線 １ ４ が 電 位 Ｖ e l に な り 、 デ ー  
タ 信 号 出 力 線 １ ４ ｃ が 電 位 Ｖ r e f に な る 。
　 し た が っ て 、 各 列 に お い て 、 容 量 素 子 ７ ０ の 両 端 電 圧 は ｜ Ｖ e l － Ｖ r e f ｜ に な り 、 寄 生  
容 量 ７ ２ の 一 端 は 電 位 Ｖ e l に 保 持 さ れ る 。 電 位 Ｖ e l は 電 源 電 圧 の 高 位 で あ る の で 、 各 列  
に お い て 、 容 量 素 子 ７ ０ お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ は 、 充 電 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お い て 、 各 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） で は  
、 制 御 信 号 ／ Ｄ r s t が Ｈ レ ベ ル に 変 化 し 、 制 御 信 号 ／ Ｇ i n i が Ｈ レ ベ ル を 維 持 し 、 制 御 信  
号 ／ Ｇ r e f が Ｌ レ ベ ル を 維 持 す る 。 こ の た め 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ２ が オ フ 状 態 に 変  
化 し 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ４ が オ フ 状 態 を 維 持 し 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ が オ ン  
状 態 を 維 持 す る 。
　 ま た 、 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 当 該 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） で は  
、 制 御 信 号 ／ Ｇ r s t が Ｌ レ ベ ル に 変 化 す る 。 こ の た め 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ６ が オ ン  
状 態 に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 奇 数 の （ ｉ － １ ） 行 目 に お け る 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） で は 、  
走 査 信 号 ／ Ｇ w r ( i - 1 ) が Ｈ レ ベ ル に 変 化 し 、 制 御 信 号 ／ Ｇ c m p ( i - 1 ) が Ｌ レ ベ ル に 変 化 し  
、 制 御 信 号 ／ Ｇ e l ( i - 1 ) が Ｌ レ ベ ル に 変 化 す る 。 こ の た め 、 当 該 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） で は  
、 （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １ ０ に お い て 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ２ が オ フ 状 態 に 変 化  
し 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ３ が オ ン 状 態 に 変 化 し 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ４ が オ ン 状 態 に 変 化  
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す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 し た が っ て 、 当 該 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） で は 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列  
の 画 素 回 路 １ １ ０ に お け る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ の ア ノ ー ド が 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ４ 、 １ ２ ３  
、 ｊ 列 目 の デ ー タ 線 １ ４ お よ び ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ６ を 順 に 介 し て 電 位 Ｖ o r s t に リ セ ッ ト  
さ れ れ る 動 作 、 す な わ ち リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る 。 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の 初 期 化 期  
間 （ Ａ ２ ） は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 「 第 １ 初 期 化 期 間 」 に 相 当 し 、 リ セ ッ ト 動 作 は 、  
特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 「 第 １ 動 作 」 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お け る 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の  
初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） で は 、 各 列 に お い て ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ６ が オ ン 状 態 で あ り 、 各 列 に お  
い て ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ が オ ン 状 態 を 維 持 す る 。 こ の た め 、 当 該 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d  
） に お け る 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） で は 、 各 列 に お い て 、 デ ー タ 線 １ ４ が 電 位 Ｖ o r s t に な り  
、 デ ー タ 信 号 出 力 線 １ ４ ｃ が 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） か ら 引 き 続 い て 電 位 Ｖ r e f を 維 持 す る 。
　 し た が っ て 、 各 列 に お い て 、 容 量 素 子 ７ ０ の 両 端 電 圧 は ｜ Ｖ o r s t － Ｖ r e f ｜ に な り 、 寄  
生 容 量 ７ ２ の 一 端 は 電 位 Ｖ o r s t に 保 持 さ れ る 。 電 位 Ｖ e l お よ び Ｖ o r s t は 、
　 Ｖ e l ＞ Ｖ o r s t
　 と い う 関 係 に あ る の で 、 ｊ 列 目 に お け る 容 量 素 子 ７ ０ お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ は 放 電 さ れ る  
こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お い て 、 各 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ３ ） で は  
、 制 御 信 号 ／ Ｄ r s t が Ｈ レ ベ ル を 維 持 し 、 制 御 信 号 ／ Ｇ i n i が Ｌ レ ベ ル に 変 化 し 、 制 御 信  
号 ／ Ｇ r e f が Ｌ レ ベ ル を 維 持 す る 。 こ の た め 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ２ が オ フ 状 態 を 維  
持 し 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ４ が オ ン 状 態 に 変 化 し 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ が オ ン  
状 態 を 維 持 す る 。
　 ま た 、 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 当 該 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ３ ） で は  
、 制 御 信 号 ／ Ｇ r s t が Ｈ レ ベ ル に 変 化 す る 。 こ の た め 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ６ が オ フ  
状 態 に 変 化 す る 。 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ３ ） は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に  
お け る 「 第 ３ 初 期 化 期 間 」 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 奇 数 の （ ｉ － １ ） 行 目 に お け る 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ３ ） で は 、  
走 査 信 号 ／ Ｇ w r ( i - 1 ) が Ｌ レ ベ ル に 変 化 し 、 制 御 信 号 ／ Ｇ c m p ( i - 1 ) が Ｈ レ ベ ル に 変 化 し  
、 制 御 信 号 ／ Ｇ e l ( i - 1 ) が Ｈ レ ベ ル に 変 化 す る 。 こ の た め 、 当 該 初 期 化 期 間 （ Ａ ３ ） で は  
、 （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １ ０ に お い て 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ２ が オ ン 状 態 に 変 化  
し 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ３ が オ フ 状 態 に 変 化 し 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ４ が オ フ 状 態 に 変 化  
す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 し た が っ て 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ３ ） で は 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 の 画  
素 回 路 １ １ ０ に お い て 、 電 位 Ｖ i n i が 、 ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ４ 、 ｊ 列 目 の デ ー タ 線 １ ４ お よ  
び ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ２ を 順 に 介 し て 、 容 量 素 子 １ ４ ０ の 一 端 、 お よ び 、 ト ラ ン ジ ス タ ー  
１ ２ １ の ゲ ー ト ノ ー ド ｇ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お け る 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の  
初 期 化 期 間 （ Ａ ３ ） で は 、 各 列 に お い て ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ４ が オ ン 状 態 で あ り 、 各 列 に お  
い て ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ が オ ン 状 態 を 維 持 す る 。 こ の た め 、 当 該 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d  
） に お け る 初 期 化 期 間 （ Ａ ３ ） で は 、 各 列 に お い て 、 デ ー タ 線 １ ４ が 電 位 Ｖ i n i に な り 、  
デ ー タ 信 号 出 力 線 １ ４ ｃ が 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） か ら 引 き 続 い て 電 位 Ｖ r e f を 維 持 す る 。
　 し た が っ て 、 各 列 に お い て 、 容 量 素 子 ７ ０ の 両 端 電 圧 は ｜ Ｖ i n i － Ｖ r e f ｜ に な り 、 寄  
生 容 量 ７ ２ の 一 端 は 電 位 Ｖ i n i に 保 持 さ れ る 。 電 位 Ｖ i n i お よ び Ｖ o r s t は 、
　 （ Ｖ e l ＞ ） Ｖ i n i ＞ Ｖ o r s t
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　 と い う 関 係 に あ る 。
　 こ の た め 、 容 量 素 子 ７ ０ お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ は 、 充 電 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お い て 、 各 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ ） の 補 償 期 間 （ Ｂ ） で は 、 制  
御 信 号 ／ Ｄ r s t が Ｈ レ ベ ル を 維 持 し 、 制 御 信 号 ／ Ｇ i n i が Ｈ レ ベ ル に 変 化 し 、 制 御 信 号 ／  
Ｇ r e f が Ｌ レ ベ ル を 維 持 す る 。 こ の た め 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ２ が オ フ 状 態 を 維 持 し  
、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ４ が オ フ 状 態 に 変 化 し 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ が オ ン 状 態  
を 維 持 す る 。
　 ま た 、 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の 補 償 期 間 （ Ｂ ） で は 、 制 御 信  
号 ／ Ｇ r s t が Ｈ レ ベ ル を 維 持 す る 。 こ の た め 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ６ が オ フ 状 態 を 維  
持 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 奇 数 の （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の 補 償 期 間 （ Ｂ ） で は 、 走 査 信 号 ／  
Ｇ w r ( i - 1 ) が Ｌ レ ベ ル を 維 持 し 、 制 御 信 号 ／ Ｇ c m p ( i - 1 ) が Ｌ レ ベ ル に 変 化 し 、 制 御 信 号  
／ Ｇ e l ( i - 1 ) が Ｈ レ ベ ル を 維 持 す る 。 こ の た め 、  （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １ ０ に お  
い て ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ２ が オ ン 状 態 を 維 持 し 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ３ が オ ン 状 態 に 変 化  
し 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ４ が オ フ 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 補 償 期 間 （ Ｂ ） の 始 期 に お い て （ ｉ － １ ） 行 目 の 画 素 回 路 １ １ ０ で は 、 ト ラ ン ジ ス タ ー  
１ ２ １ の ゲ ー ト ノ ー ド ｇ が 電 位 Ｖ i n i と な っ て い る 。 ゲ ー ト ノ ー ド ｇ が 電 位 Ｖ i n i に な っ  
て い る と き に 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ３ が オ ン 状 態 に な る と 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ が ダ イ  
オ ー ド 接 続 に な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 し た が っ て 、 補 償 期 間 （ Ｂ ） で は 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 当 該 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２  
１ に お け る ゲ ー ト ノ ー ド ｇ お よ び ソ ー ス ノ ー ド ｓ の 間 の 電 圧 は 、 当 該 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２  
１ の 閾 値 電 圧 Ｖ t h （ に 近 い 電 圧 ） に 収 束 す る 。 す な わ ち 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ に お け  
る ゲ ー ト ノ ー ド ｇ お よ び デ ー タ 線 １ ４ の 電 位 は 閾 値 相 当 電 位 （ Ｖ e l － Ｖ t h ） に 収 束 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ ｉ － １ ） 行 目 の 補 償 期 間 （ Ｂ ） で は 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ が オ ン 状 態 を 維 持 す  
る の で 、 各 列 の デ ー タ 信 号 出 力 線 １ ４ ｃ が 電 位 Ｖ r e f に 保 た れ る 。
　 ま た 、 デ ー タ 線 １ ４ が 閾 値 相 当 電 位 （ Ｖ e l － Ｖ t h ） に 収 束 す る の で 、 容 量 素 子 ７ ０ の  
両 端 電 圧 は ｜ Ｖ e l － Ｖ t h － Ｖ r e f ｜ に な り 、 寄 生 容 量 ７ ２ の 一 端 は 閾 値 相 当 電 位 （ Ｖ e l －  
Ｖ t h ） に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お い て 、 各 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ ） の 書 込 期 間 （ Ｃ ） で は 、 制  
御 信 号 ／ Ｄ r s t が Ｈ レ ベ ル を 維 持 し 、 制 御 信 号 ／ Ｇ i n i が Ｈ レ ベ ル を 維 持 し 、 制 御 信 号 ／  
Ｇ r e f が Ｈ レ ベ ル に 変 化 す る 。 こ の た め 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ２ が オ フ 状 態 を 維 持 し  
、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ４ が オ フ 状 態 を 維 持 し 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ が オ フ 状 態  
に 変 化 す る 。
　 ま た 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お け る 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d  
d ） の 書 込 期 間 （ Ｃ ） で は 、 制 御 信 号 ／ Ｇ r s t が Ｈ レ ベ ル を 維 持 す る 。 こ の た め 、 各 列 の  
ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ６ が オ フ 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の 書 込 期 間 （ Ｃ ） で は 、 走 査 信 号 ／ Ｇ w r ( i  
- 1 ) が Ｌ レ ベ ル を 維 持 し 、 制 御 信 号 ／ Ｇ c m p ( i - 1 ) が Ｈ レ ベ ル に 変 化 し 、 制 御 信 号 ／ Ｇ e l (  
i - 1 ) が Ｈ レ ベ ル を 維 持 す る 。 こ の た め 、  （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １ ０ に お い て ト  
ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ２ が オ ン 状 態 を 維 持 し 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ３ が オ フ 状 態 に 変 化 し 、 ト  
ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ４ が オ フ 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 当 該 書 込 期 間 （ Ｃ ） に お い て 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ が オ フ 状 態 に 変 化 す る 。 ま た  
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、 各 列 の Ｄ Ａ 変 換 回 路 ５ ０ ０ に は 、 （ ｉ － １ ） 行 目 で あ っ て 、 列 に 対 応 す る １ ０ ビ ッ ト の  
映 像 デ ー タ Ｖ d a t a が 供 給 さ れ る 。 こ の た め 、 ｊ 列 目 の Ｄ Ａ 変 換 回 路 ５ ０ ０ は 、 （ ｉ － １  
） 行 ｊ 列 の 階 調 レ ベ ル に 応 じ た 電 位 の 信 号 を デ ー タ 信 号 出 力 線 １ ４ ｃ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 し た が っ て 、 当 該 書 込 期 間 （ Ｃ ） で は 、 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 、 ｊ 列 目 の 容 量 素 子 ７  
０ の 一 端 は 、 電 位 Ｖ r e f か ら 、 （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 に 対 応 し た 階 調 レ ベ ル の 電 位 に 上 昇 す る  
。 こ の 電 位 上 昇 は 、 当 該 容 量 素 子 ７ ０ 、 デ ー タ 線 １ ４ お よ び ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ２ を 順 に  
介 し て ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ の ゲ ー ト ノ ー ド ｇ に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 書 込 期 間 （ Ｃ ） に お け る ゲ ー ト ノ ー ド ｇ の 電 位 変 化 分 は 、 容 量 素 子 ７ ０ の 一 端 に お け る  
電 位 上 昇 分 に 、 「 合 成 容 量 値 」 に 対 す る 容 量 素 子 ７ ０ の 容 量 値 の 比 を 、 乗 じ た 値 で あ る 。  
こ こ で い う 「 合 成 容 量 値 」 と は 、 容 量 素 子 ７ ０ 、 寄 生 容 量 ７ ２ お よ び 容 量 素 子 １ ４ ０ に よ  
る 合 成 容 量 の 容 量 値 で あ る 。 な お 、 容 量 素 子 １ ４ ０ の 容 量 値 は 、 他 の 容 量 値 と 比 較 し て 十  
分 に 小 さ い 場 合 に は 、 無 視 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 走 査 信 号 ／ Ｇ w r ( i - 1 ) が Ｈ レ ベ ル に 変 化 し た と き に 、 （ ｉ － １ ） 行 目 の 書 込 期 間 （ Ｄ ）  
が 終 了 し 、 す な わ ち 、 （ ｉ － １ ） 行 目 の 当 該 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） が 終 了 す る 。 走 査  
信 号 ／ Ｇ w r ( i - 1 ) が Ｈ レ ベ ル に な る と 、 （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １ ０ で は ト ラ ン ジ  
ス タ ー １ ２ ２ が オ フ 状 態 に な る が 、 ゲ ー ト ノ ー ド ｇ の 電 位 と ソ ー ス ノ ー ド ｓ の 電 位 Ｖ e l  
と の 差 の 電 圧 は 、 容 量 素 子 １ ４ ０ に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 書 込 期 間 （ Ｃ ） の 終 了 後 、 発 光 期 間 （ Ｄ ） に な る 。
　 （ ｉ － １ ） 行 目 の 発 光 期 間 （ Ｅ ） に 至 る と 、 制 御 信 号 ／ Ｇ e l ( i - 1 ) が Ｌ レ ベ ル に 反 転 す  
る の で 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ４ が オ ン 状 態 に な る 。
　 し た が っ て 、 発 光 期 間 （ Ｄ ） で は 、 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 （ ｉ － １ ） 行 ｊ 列 の 画 素  
回 路 １ １ ０ に お け る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ に は 、 容 量 素 子 １ ４ ０ に よ り 保 持 さ れ た ゲ ー ト ノ ー ド  
ｇ の 電 位 に 応 じ た 電 流 Ｉ e l が ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ に よ っ て 流 れ る 。 こ の た め 、 当 該 Ｏ  
Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ が 、 当 該 電 流 Ｉ e l に 応 じ た 輝 度 で 発 光 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お い て 、 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 次 の 偶 数 ｉ 行 目 の 水 平 走 査  
期 間 （ Ｈ _ e v e n ） の 動 作 は 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） に お い て 制 御  
信 号 ／ Ｇ r s t が Ｈ レ ベ ル に 維 持 さ れ る 点 以 外 、 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o  
d d ） の 動 作 と 共 通 で あ る 。
　 そ こ で 、 偶 数 ｉ 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ e v e n ） の 動 作 に つ い て は 、 初 期 化 期 間 （ Ａ  
２ ） に 重 き を お い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 偶 数 ｉ 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ e v e n ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） に お い て 、 各 列 の ト ラ  
ン ジ ス タ ー ８ ２ が オ フ 状 態 に 変 化 し 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ４ が オ フ 状 態 を 維 持 し 、 各  
列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ２ が オ ン 状 態 を 維 持 す る 点 は 、 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間  
（ Ｈ _ o d d ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） と 共 通 で あ る 。 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ e v e n ） の 初 期 化 期  
間 （ Ａ ２ ） は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 「 第 ２ 初 期 化 期 間 」 に 相 当 す る 。
　 こ こ で 留 意 す べ き は 、 偶 数 ｉ 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ e v e n ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ）  
で は 、 制 御 信 号 ／ Ｇ r s t が Ｈ レ ベ ル に 維 持 さ れ る の で 、 各 列 の ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ６ が オ フ  
状 態 を 維 持 す る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 直 前 の 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） で は 、 デ ー タ 線 １ ４ が 電 位 Ｖ e l で あ り 、 当 該 電 位 Ｖ e l は 容  
量 素 子 ７ ０ の 他 端 お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ の 一 端 に 保 持 さ れ て い る 。
　 ま た 、 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ e v e n ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） で は ｉ 行 ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １  
０ に お い て ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ２ が オ フ 状 態 に 変 化 し 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ３ が オ ン 状 態  
に 変 化 し 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ４ が オ ン 状 態 に 変 化 す る 。 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ e v e n ） の  
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初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 「 第 ２ ゲ ー ト ノ ー ド 初 期 化 期 間 」 に 相 当  
す る 。
　 こ の た め 、 ｉ 行 ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １ ０ に お け る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ に は 、 図 ８ に 示 さ れ る よ  
う に 、 容 量 素 子 ７ ０ お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ か ら 電 荷 が 流 出 し て 、 デ ー タ 線 １ ４ 、 ト ラ ン ジ ス  
タ ー １ ２ ３ 、 １ ２ ４ を 順 に 介 し て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ に 向 か う 動 作 、 す な わ ち 非 リ セ ッ ト 動 作  
が 行 わ れ る 。 非 リ セ ッ ト 動 作 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 「 第 ２ 動 作 」 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 容 量 素 子 ７ ０ お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ か ら 流 出 し た 電 荷 に よ っ て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ の 寄 生 容  
量 が 満 充 電 に な る と 、 電 荷 が 溢 れ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ （ の 発 光 機 能 層 １ ３ ２ ） に 流 れ る の で  
、 当 該 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ が 発 光 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 電 荷 の 流 出 に よ っ て ｊ 列 目 に お け る 容 量 素 子 ７ ０ お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ は 放 電 に な  
る の で 、 デ ー タ 線 １ ４ は 電 位 Ｖ e l か ら 低 下 す る 。 こ の 放 電 は 、 ｊ 列 目 の デ ー タ 線 １ ４ を  
介 し て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ の 寄 生 容 量 に 電 荷 を 分 配 す る 程 度 で あ り 、 微 量 で あ る 。
　 こ の た め 、 ｉ 行 目 の 水 平 走 査 期 間 の う ち 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） に お い て 、 ｊ 列 目 の デ ー  
タ 線 １ ４ お よ び ｉ 行 ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １ ０ に お け る ア ノ ー ド は 、 電 位 Ｖ e l か ら 、 若 干 低  
下 し て 、 電 位 Ｖ o r s t お よ び 電 位 Ｖ e l の 間 の 電 位 に な る が 、 ほ ぼ 電 位 Ｖ e l で あ る と い っ て  
差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の よ う に 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お い て 、 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （  
Ｈ _ o d d ） の う ち 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） で は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ の ア ノ ー ド を 放 電 さ せ る リ  
セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ 、 偶 数 ｉ 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ e v e n ） の う ち 、 初 期 化 期 間 （ Ａ  
２ ） で は 、 非 リ セ ッ ト 動 作 に な り 、 リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ の ア ノ ー ド を 放 電 さ せ る リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る 理 由 は 主 に 次 の 通 り で  
あ る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ で は 、 ア ノ ー ド で あ る 画 素 電 極 １ ３ １ と カ ソ ー ド で あ る 共 通 電 極 １  
３ ３ と で 発 光 機 能 層 １ ３ ２ が 挟 持 さ れ る の で 、 当 該 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ に は 容 量 が 寄 生 す る 。  
上 述 し た よ う に 補 償 期 間 （ Ｂ ） に お い て ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ の ゲ ー ト ノ ー ド ｇ お よ び ド  
レ イ ン ノ ー ド ｄ （ ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ ４ の ソ ー ス ノ ー ド ） は 、 閾 値 相 当 電 位 に な る 。 次 に  
、 書 込 期 間 （ Ｃ ） に お い て 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ の ゲ ー ト ノ ー ド ｇ に 、 階 調 レ ベ ル に 応  
じ た 電 位 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 仮 に 、 最 低 階 調 の 黒 レ ベ ル （ 最 も 暗 い レ ベ ル ） に 相 当 す る デ ー タ 信 号 が ゲ ー ト ノ ー ド ｇ  
に 供 給 さ れ た 場 合 、 当 該 ゲ ー ト ノ ー ド ｇ は 、 電 位 Ｖ e l で あ る こ と が 理 想 で あ る が 、 実 際  
に は 、 電 位 Ｖ e l よ り も 低 い 電 位 に な る 。 こ の た め 、 発 光 期 間 （ Ｄ ） に お い て ト ラ ン ジ ス  
タ ー １ ２ ４ が オ ン 状 態 に な る と 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ で は ソ ー ス ノ ー ド ｓ か ら ド レ イ ン  
ノ ー ド ｄ に 向 か っ て リ ー ク 電 流 が 流 れ る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ の 寄 生 容 量 に 蓄 積 さ れ た 電 荷 を  
予 め リ セ ッ ト し て お か な い と 、 リ ー ク 電 流 に よ っ て 、 や が て 当 該 寄 生 容 量 が 満 充 電 に な り  
、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ に 電 流 が 流 れ 始 め て 、 発 光 し て し ま う 現 象 が 発 生 す る 。 こ の 現 象 は 、 黒  
レ ベ ル が 、 す な わ ち 発 光 し な い 輝 度 が 指 定 さ れ て い る に も か か わ ら ず 、 わ ず か に 発 光 し て  
、 あ た か も 黒 が 浮 い た よ う に 視 認 さ れ る こ と か ら 、 黒 浮 き と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 そ こ で 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） に お い て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ の ア ノ ー ド を 電 位 Ｖ o r s t に し  
て 、 予 め ア ノ ー ド を 放 電 さ せ 、 当 該 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ の 寄 生 容 量 に 蓄 積 さ れ た 電 荷 を リ セ ッ  
ト し て い る 。 こ れ に よ り 、 発 光 期 間 （ Ｄ ） に お い て ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ に リ ー ク 電 流 が  
流 れ て も 、 当 該 リ ー ク 電 流 に よ っ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ の 寄 生 容 量 が 満 充 電 に な ら ず 、 発 光 し  
な い の で 、 い わ ゆ る 黒 浮 き を 抑 え る こ と で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 し か し な が ら 、 リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る 構 成 は 、 低 消 費 電 力 化 を 阻 害 す る 要 因 に な り 得  
る 。 リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る 場 合 、 容 量 素 子 ７ ０ の 他 端 お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ の 一 端 が 、 初  
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期 化 期 間 （ Ａ １ ） に お い て 電 位 Ｖ e l に な り 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） に お い て 電 位 Ｖ o r s t に  
な り 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ３ ） に お い て 電 位 Ｖ i n i に な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 上 述 し た よ う に 、 電 位 Ｖ e l 、 Ｖ o r s t 、 Ｖ i n i は 、
　 Ｖ e l ＞ Ｖ i n i ＞ Ｖ o r s t （ ≒ Ｖ c t ）
　 と い う 関 係 に あ る 。
　 こ の う ち 、 電 位 Ｖ e l は 電 源 電 圧 の 高 位 で あ り 、 電 位 Ｖ o r s t は 電 源 電 圧 の 低 位 の 電 位 Ｇ n  
d ま た は 電 位 Ｇ n d に 近 い 電 位 で あ る 。 こ の た め 、 リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る 場 合 、 容 量 素 子  
７ ０ お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ が 、 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） に お い て 充 電 さ れ 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ）  
に お い て 放 電 さ れ 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ３ ） に お い て 充 電 さ れ る 。 こ の よ う な 容 量 素 子 ７ ０ お  
よ び 寄 生 容 量 ７ ２ に お け る 充 電 → 放 電 → 充 電 は 、 各 列 に お い て 実 行 さ れ る の で 、 消 費 さ れ  
る 電 力 が 大 き く な る 。 な お 、 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ e v e n ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） 後 の 初 期  
化 期 間 （ Ａ ３ ） は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 「 第 ４ 初 期 化 期 間 」 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 非 リ セ ッ ト 動 作 で は 、 容 量 素 子 ７ ０ の 他 端 お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ の 一 端 が 、 初 期 化 期 間 （  
Ａ １ ） に お い て 電 位 Ｖ e l に 充 電 さ れ る 点 に お い て リ セ ッ ト 動 作 と 共 通 で あ る 。 し か し な  
が ら 、 非 リ セ ッ ト 動 作 で は 、 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） に お い て 電 荷 を 分 配 す る 動 作 が 行 わ れ る  
の で 、 容 量 素 子 ７ ０ お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ の 放 電 は 、 リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る 場 合 と 比 較 し  
て 無 視 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 リ セ ッ ト 動 作 お よ び 非 リ セ ッ ト 動 作 で は 、 初 期 化 期 間  
（ Ａ ３ ） に お い て 、 容 量 素 子 ７ ０ の 他 端 お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ の 一 端 が い ず れ も 電 位 Ｖ i n i  
に な る が 、 リ セ ッ ト 動 作 で は 、 電 位 Ｖ o r s t か ら の 充 電 で あ る の に 対 し 、 非 リ セ ッ ト 動 作  
で は 、 電 位 Ｖ e l か ら の 放 電 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 す な わ ち 、 容 量 素 子 ７ ０ お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ が 、 初 期 化 期 間 （ Ａ １ ） → （ Ａ ２ ） → （ Ａ  
３ ） に お い て 、 リ セ ッ ト 動 作 で は 、 充 電 → 放 電 → 充 電 に な る の に 対 し 、 非 リ セ ッ ト 動 作 で  
は 、 充 電 → ほ ぼ 変 化 な し → 放 電 と な る 。
　 し た が っ て 、 非 リ セ ッ ト 動 作 で は 、 リ セ ッ ト 動 作 と 比 較 し て 、 各 列 に お け る 容 量 素 子 ７  
０ お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ の 充 放 電 に よ っ て 消 費 さ れ る 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 た だ し 、 非 リ セ ッ ト 動 作 で は 、 上 述 し た よ う に 、 い わ ゆ る 黒 浮 き が 発 生 す る 、 と い う 点  
に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 す な わ ち 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お い て 、 奇 数 （ ｉ － １ ）  
行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） で は 、 リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る の に 対 し 、 偶 数 ｉ 行 目 の  
水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ e v e n ） で は 、 非 リ セ ッ ト 動 作 で あ る の で 、 黒 浮 き が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 そ こ で 、 実 施 形 態 で は 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） の 次 の 偶 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ e v e n ） に  
お い て 、 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） で は 、 非 リ セ ッ ト 動 作 と し 、 偶  
数 ｉ 行 目 の 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ e v e n ） で は 、 リ セ ッ ト 動 作 を 行 っ て 、 リ セ ッ ト 動 作 を す  
る 行 と 非 リ セ ッ ト 動 作 の 行 と を 入 れ 替 え る 構 成 と し た 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 詳 細 に は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 偶 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ e v e n ） に お い て 制 御 信 号 ／ Ｇ r  
s t が 、 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） で は Ｈ レ ベ ル に な り 、 水 平 走 査 期  
間 （ Ｈ _ e v e n ） の 初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） で は Ｌ レ ベ ル に な る 。 他 の 制 御 信 号 ／ Ｄ r s t 、 ／ Ｇ  
i n i 、 ／ Ｇ r e f は 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） に お け る 各 水 地 平 走 査 期 間 と 共 通 で あ る 。
　 こ の た め 、 偶 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ e v e n ） に お い て 、 奇 数 （ ｉ － １ ） 行 目 で は 非 リ セ ッ ト  
動 作 に な り 、 偶 数 ｉ 行 目 で は リ セ ッ ト 動 作 に な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 低 消 費 電 力 化 の 優 位 性 お よ び 表 示 品 位 の 低 減 に つ い て 説 明 す る た め  
に め に 、 比 較 例 に つ い て 説 明 す る 。 比 較 例 は 、 奇 数 行 お よ び 偶 数 行 を 区 別 す る こ と な く 、  
初 期 化 期 間 （ Ａ ２ ） に お い て リ セ ッ ト 動 作 を 行 う 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
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　 図 １ ３ は 、 比 較 例 と 実 施 形 態 と に お い て 、 ず べ て の 画 素 に 対 し 、 最 低 階 調 の 黒 レ ベ ル が  
指 定 さ れ た 場 合 の 全 黒 表 示 に す る 場 合 、 お よ び 、 最 高 階 調 の 白 レ ベ ル が 指 定 さ れ た 場 合 の  
全 白 表 示 に す る 場 合 と を 、 連 続 す る ４ フ レ ー ム で 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 に お い て 、 ４ フ  
レ ー ム は 、 時 間 の 順 で 第 １ フ レ ー ム 、 第 ２ フ レ ー ム 、 第 ３ フ レ ー ム お よ び 第 ４ フ レ ー ム で  
あ る 。 ４ フ レ ー ム の う ち 、 第 １ フ レ ー ム お よ び 第 ３ フ レ ー ム が 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ）  
で あ り 、 第 ２ フ レ ー ム お よ び 第 ４ フ レ ー ム が 偶 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ e v e n ） で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 比 較 例 に お い て 、 全 黒 表 示 に す る 場 合 、 全 行 に お い て リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る （ リ セ ッ  
ト ： 有 ） の で 、 黒 浮 き が 発 生 し な い 。 た だ し 、 リ セ ッ ト 動 作 に よ っ て 容 量 素 子 ７ ０ お よ び  
寄 生 容 量 ７ ２ に よ っ て 電 力 が 消 費 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ れ に 対 し 、 実 施 形 態 で は 、 全 黒 表 示 に す る 場 合 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） で は 、 奇  
数 行 で リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ 、 偶 数 行 で 非 リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る （ リ セ ッ ト ： 無 ） 。 こ  
の た め 、 奇 数 行 で は 黒 浮 き が 発 生 し な い が 、 偶 数 行 で 黒 浮 き が 発 生 す る 。 な お 、 黒 浮 き は  
、 図 １ ３ に お い て 、 ハ ッ チ ン グ が 付 さ れ た 領 域 と し て 表 記 さ れ る 。
　 実 施 形 態 で は 、 全 黒 表 示 に す る 場 合 、 偶 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ e v e n ） に お い て 奇 数 行 で 非  
リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ 、 偶 数 行 で リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る 。 こ の た め 、 奇 数 行 で は 黒 浮 き  
が 発 生 す る が 、 偶 数 行 で 黒 浮 き が 発 生 し な い 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 黒 浮 き は 、 １ つ の フ レ ー ム で み れ ば 、 行 毎 に 発 生 す る の で 、 奇 数 行  
と 偶 数 行 と で 差 が 生 じ る 。 し か し な が ら 、 黒 浮 き は 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） と 偶 数 フ  
レ ー ム （ Ｖ _ e v e n ） と で 交 互 に 発 生 す る の で 、 ２ フ レ ー ム 期 間 を 通 し て み れ ば 、 奇 数 行  
と 偶 数 行 と で 差 が 生 じ な い の で 、 黒 浮 き と し て 視 認 さ れ に く く す る こ と が で き る 。
　 実 施 形 態 で は 、 １ つ の フ レ ー ム で み れ ば 、 全 行 の う ち 、 半 分 の 行 で 、 非 リ セ ッ ト 動 作 が  
行 わ れ る の で 、 容 量 素 子 ７ ０ お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ に よ っ て 消 費 さ れ る 電 力 を 、 比 較 例 と 比  
べ て 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 な お 、 全 白 表 示 に す る 場 合 、 比 較 例 で は 、 全 行 に お い て リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る の で 、  
黒 浮 き に 起 因 す る 悪 影 響 は 発 生 し な い 。
　 一 方 、 実 施 形 態 で は 、 全 白 表 示 に す る 場 合 、 奇 数 行 ま た は 偶 数 行 の い ず れ か の 一 方 の 行  
で リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ な い 。 リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ な い 行 で は 黒 浮 き が 発 生 す る が 、 そ  
も そ も 明 る い 輝 度 で 発 光 し て い る 状 態 で 少 し 明 る い 輝 度 で 発 光 し て も 、 そ の 差 を 視 認 す る  
こ と が で き な い 。
　 し た が っ て 、 全 白 表 示 に す る 場 合 、 比 較 例 お よ び 実 施 形 態 に お い て 、 表 示 に 差 が 発 生 し  
な い が 、 実 施 形 態 で は 、 全 行 の う ち 、 半 分 の 行 で 、 リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ な い の で 、 容 量  
素 子 ７ ０ お よ び 寄 生 容 量 ７ ２ に よ っ て 消 費 さ れ る 電 力 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 以 下 の よ う に 種 々 の 変 形 ま た は 応 用 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 実 施 形 態 で は 、 水 平 走 査 期 間 を 奇 数 行 と 偶 数 行 と で １ 行 毎 に 分 け た 構 成 と し た が 、 こ の  
構 成 に 限 ら れ な い 。 例 え ば 連 続 す る ２ 以 上 の 行 毎 に 分 け た 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 実 施 形 態 等 に お い て 、 発 光 素 子 の 一 例 と し て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ を 例 示 し て 説 明 し た が 、 他  
の 発 光 素 子 を 用 い て も よ い 。 例 え ば 発 光 素 子 と し て Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い て も よ い し 、 照 明 機 構 を  
併 用 し た 液 晶 素 子 で あ っ て も よ い 。 す な わ ち 、 発 光 素 子 と し て は 、 デ ー タ 線 １ ４ の 電 圧 に  
応 じ た 光 学 状 態 に な る 電 気 光 学 素 子 で あ れ ば よ い 。
　 実 施 形 態 等 で は 、 Ｄ Ａ 変 換 回 路 ５ ０ ０ と し て １ ０ ビ ッ ト の 変 換 例 を 示 し た が 、 こ れ に 限  
ら れ な い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ ー ６ ４ 、 ８ ２ 、 ８ ４ 、 ８ ６ 、 １ ２ １ ～ １ ２ ４ 等 の チ ャ ネ ル 型 は 、 実 施 形 態  
等 に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 こ れ ら の ト ラ ン ジ ス タ ー 等 は 、 適 宜 チ ャ ネ ル を 変 更 し て も よ い  
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し 、 適 宜 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ ー ト に 置 き 換 え て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 次 に 、 実 施 形 態 等 に 係 る 電 気 光 学 装 置 １ ０ を 適 用 し た 電 子 機 器 に つ い て 説 明 す る 。 電 気  
光 学 装 置 １ ０ は 、 画 素 が 小 サ イ ズ で 高 精 細 な 表 示 な 用 途 に 向 い て い る 。 そ こ で 、 電 子 機 器  
と し て 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ を 例 に 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 １ ４ は 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ の 外 観 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ５ は 、 そ の 光 学 的  
な 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
　 ま ず 、 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ３ ０ ０ は 、 外 観 的 に は 、  
一 般 的 な 眼 鏡 と 同 様 に テ ン プ ル ３ １ ０ や 、 ブ リ ッ ジ ３ ２ ０ 、 レ ン ズ ３ ０ １ Ｌ 、 ３ ０ １ Ｒ を  
有 す る 。 ま た 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ３ ０ ０ は 、 図 １ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 ブ リ ッ  
ジ ３ ２ ０ 近 傍 で あ っ て レ ン ズ ３ ０ １ Ｌ 、 ３ ０ １ Ｒ の 奥 側 （ 図 に お い て 下 側 ） に は 、 左 眼 用  
の 電 気 光 学 装 置 １ ０ Ｌ と 右 眼 用 の 電 気 光 学 装 置 １ ０ Ｒ と が 設 け ら れ る 。
　 電 気 光 学 装 置 １ ０ Ｌ の 画 像 表 示 面 は 、 図 １ ５ に お い て 左 に な る よ う に 配 置 し て い る 。 こ  
れ に よ っ て 電 気 光 学 装 置 １ ０ Ｌ に よ る 表 示 画 像 は 、 光 学 レ ン ズ ３ ０ ２ Ｌ を 介 し て 図 に お い  
て ９ 時 の 方 向 に 出 射 す る 。 ハ ー フ ミ ラ ー ３ ０ ３ Ｌ は 、 電 気 光 学 装 置 １ ０ Ｌ に よ る 表 示 画 像  
を ６ 時 の 方 向 に 反 射 さ せ る 一 方 で 、 １ ２ 時 の 方 向 か ら 入 射 し た 光 を 透 過 さ せ る 。 電 気 光 学  
装 置 １ ０ Ｒ の 画 像 表 示 面 は 、 電 気 光 学 装 置 １ ０ Ｌ と は 反 対 の 右 に な る よ う に 配 置 し て い る  
。 こ れ に よ っ て 電 気 光 学 装 置 １ ０ Ｒ に よ る 表 示 画 像 は 、 光 学 レ ン ズ ３ ０ ２ Ｒ を 介 し て 図 に  
お い て ３ 時 の 方 向 に 出 射 す る 。 ハ ー フ ミ ラ ー ３ ０ ３ Ｒ は 、 電 気 光 学 装 置 １ ０ Ｒ に よ る 表 示  
画 像 を ６ 時 方 向 に 反 射 さ せ る 一 方 で 、 １ ２ 時 の 方 向 か ら 入 射 し た 光 を 透 過 さ せ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 こ の 構 成 に お い て 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ３ ０ ０ の 装 着 者 は 、 電 気 光 学 装 置 １ ０  
Ｌ 、 １ ０ Ｒ に よ る 表 示 画 像 を 、 外 の 様 子 と 重 ね 合 わ せ た シ ー ス ル ー 状 態 で 観 察 す る こ と が  
で き る 。
　 ま た 、 こ の ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ３ ０ ０ に お い て 、 視 差 を 伴 う 両 眼 画 像 の う ち 、  
左 眼 用 画 像 を 電 気 光 学 装 置 １ ０ Ｌ が 表 示 し 、 右 眼 用 画 像 を 電 気 光 学 装 置 １ ０ Ｒ が 表 示 す る  
と 、 装 着 者 に 、 表 示 さ れ た 画 像 が あ た か も 奥 行 き や 立 体 感 を 持 つ か の よ う に 知 覚 さ せ る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 な お 、 電 気 光 学 装 置 １ ０ を 含 む 電 子 機 器 に つ い て は 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ３ ０  
０ の ほ か に も 、 ビ デ オ カ メ ラ や レ ン ズ 交 換 式 の デ ジ タ ル カ メ ラ な ど に お け る 電 子 式 ビ ュ ー  
フ ァ イ ン ダ ー 、 携 帯 情 報 端 末 、 腕 時 計 の 表 示 部 、 投 写 式 プ ロ ジ ェ ク タ ー の ラ イ ト バ ル ブ な  
ど に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 以 上 に 例 示 し た 形 態 か ら 、 例 え ば 以 下 の 態 様 が 把 握 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ひ と つ の 態 様 （ 態 様 １ ） に 係 る 電 気 光 学 装 置 は 、 デ ー タ 線 と 第 １ 走 査 線 と に 対 応 し て 設  
け ら れ る 第 １ 画 素 回 路 と 、 前 記 デ ー タ 線 と 第 ２ 走 査 線 と に 対 応 し て 設 け ら れ る 第 ２ 画 素 回  
路 と 、 前 記 第 １ 画 素 回 路 お よ び 前 記 第 ２ 画 素 回 路 を 制 御 す る 制 御 回 路 と 、
　 を 含 み 、 前 記 第 １ 画 素 回 路 は 、 二 つ の 電 極 の 間 に 流 れ る 電 流 に 応 じ た 輝 度 で 発 光 す る 第  
１ 発 光 素 子 と 、 ゲ ー ト ノ ー ド の 電 位 お よ び ソ ー ス ノ ー ド の 電 位 の 間 の 電 圧 に 応 じ た 電 流 を  
前 記 第 １ 発 光 素 子 に 流 す 第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー と 、 を 含 み 、 前 記 第 ２ 画 素 回 路 は 、 二 つ  
の 電 極 の 間 に 流 れ る 電 流 に 応 じ た 輝 度 で 発 光 す る 第 ２ 発 光 素 子 と 、 ゲ ー ト ノ ー ド の 電 位 お  
よ び ソ ー ス ノ ー ド の 電 位 の 間 の 電 圧 に 応 じ た 電 流 を 前 記 第 ２ 発 光 素 子 に 流 す 第 ２ 駆 動 ト ラ  
ン ジ ス タ ー と 、 を 含 み 、 前 記 制 御 回 路 は 、 第 １ フ レ ー ム に お い て 前 記 第 １ 走 査 線 が 選 択 さ  
れ る 第 １ 水 平 走 査 期 間 の う ち 、 第 １ 書 込 期 間 で は 、 前 記 第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト  
ノ ー ド に 階 調 レ ベ ル に 応 じ た 電 位 を 、 前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 供 給 し 、 前 記 第 １ 書 込 期 間 前  
の 第 １ 初 期 化 期 間 で は 、 第 １ 動 作 を 実 行 し 、 前 記 第 ２ 走 査 線 が 選 択 さ れ る 第 ２ 水 平 走 査 期  
間 の う ち 、 第 ２ 書 込 期 間 で は 、 前 記 第 ２ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト ノ ー ド に 階 調 レ ベ ル  
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に 応 じ た 電 位 を 、 前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 供 給 し 、 前 記 第 ２ 書 込 期 間 前 の 第 ２ 初 期 化 期 間 で  
は 、 第 ２ 動 作 を 実 行 し 、 前 記 第 １ 動 作 は 、 前 記 二 つ の 電 極 の 一 方 の 電 極 に 、 前 記 階 調 レ ベ  
ル に 応 じ た 電 位 と は 異 な る 第 １ 電 位 を 、 前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 供 給 す る 動 作 で あ り 、 前 記  
第 ２ 動 作 は 、 前 記 デ ー タ 線 の 電 位 と 前 記 一 方 の 電 極 に お け る 電 位 と を 、 前 記 第 １ 電 位 と 第  
２ 電 位 と の 間 の 電 位 に さ せ る 動 作 で あ り 、 前 記 第 ２ 電 位 は 、 前 記 ゲ ー ト ノ ー ド に 供 給 さ れ  
れ ば 、 前 記 第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー お よ び 前 記 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー を オ フ 状 態 に さ せ る 電  
位 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 態 様 １ に よ れ ば 、 第 １ 画 素 回 路 で 第 １ 動 作 が 実 行 さ れ る 場 合 、 第 ２ 画 素 回 路 で は 第 ２ 動  
作 が 実 行 さ れ る 。 第 １ 動 作 で は 、 デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 に お け る 放 電 量 が 多 く な る の に 対 し  
、 第 ２ 動 作 で は 、 デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 に お け る 放 電 量 が 抑 え ら れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 な お 、 奇 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ o d d ） が 第 １ フ レ ー ム の 一 例 で あ り 、 （ ｉ － １ ） 行 目 の 走 査  
線 １ ２ が 第 １ 走 査 線 の 一 例 で あ り 、 ｉ 行 目 の 走 査 線 １ ２ が 第 ２ 走 査 線 の 一 例 で あ る 。 （ ｉ  
－ １ ） 行 ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １ ０ が 第 １ 画 素 回 路 の 一 例 で あ り 、 ｉ 行 ｊ 列 の 画 素 回 路 １ １ ０  
が 第 ２ 画 素 回 路 の 一 例 で あ る 。
　 Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ ０ が 発 光 素 子 の 一 例 で あ り 、 画 素 電 極 １ ３ １ が 二 つ の 電 極 の う ち の 一 方 の 電  
極 の 一 例 で あ り 、 ト ラ ン ジ ス タ ー １ ２ １ が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー の 一 例 で あ り 、 電 位 Ｖ o r s  
t が 第 １ 電 位 の 一 例 で あ り 、 電 位 Ｖ e l が オ フ 電 位 で あ る 第 ２ 電 位 の 一 例 で あ る 。 電 位 Ｖ e l  
よ り も 若 干 低 位 の 電 位 、 具 体 的 に は 、 オ フ 状 態 で あ れ ば 、 第 １ 初 期 化 期 間 に お い て オ フ 電  
位 に 保 持 し た デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 に 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 発 光 素 子 に お け る 一 方 の 電 極 に 分 配  
さ れ た 後 の 電 位 が 、 第 １ 電 位 と 第 ２ 電 位 と の 間 の 電 位 の 一 例 で あ る 。
　 ま た 、 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ _ o d d ） が 第 １ 水 平 走 査 期 間 の 一 例 で あ り 、 水 平 走 査 期 間 （ Ｈ  
_ e v e n ） が 第 ２ 水 平 走 査 期 間 の 一 例 で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 態 様 １ の 具 体 的 な 態 様 ２ に 係 る 電 気 光 学 装 置 は 、 一 端 お よ び 他 端 を 有 し 、 一 端 が 前 記 デ  
ー タ 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 前 記 第 １ 電 位 の 給 電 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 第 １ ス イ  
ッ チ ン グ 素 子 を 有 し 、 前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 第 １ 初 期 化 期 間 で は 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ  
素 子 を オ ン 状 態 に 制 御 す る 。
　 態 様 ２ に よ れ ば 、 第 １ 初 期 化 期 間 に お い て 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 に な る こ と  
に よ っ て デ ー タ 線 が 第 １ 電 位 に な る 。
　 な お 、 ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ６ が 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 一 例 で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 態 様 ２ の 具 体 的 な 態 様 ３ に 係 る 電 気 光 学 装 置 は 、 一 端 お よ び 他 端 を 有 し 、 一 端 が 前 記 デ  
ー タ 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 他 端 が オ ン 電 位 を 給 電 す る 給 電 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 第 ２  
ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 し 、 前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 第 １ 初 期 化 期 間 後 で あ っ て 前 記 第 １ 書 込  
期 間 前 の 第 ３ 初 期 化 期 間 、 お よ び 、 前 記 第 ２ 初 期 化 期 間 後 で あ っ て 前 記 第 ２ 書 込 期 間 前 の  
第 ４ 初 期 化 期 間 で は 、 前 記 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 に 制 御 し 、 前 記 オ ン 電 位 は 、  
前 記 ゲ ー ト ノ ー ド に 供 給 さ れ れ ば 、 前 記 第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー お よ び 前 記 第 ２ 駆 動 ト ラ  
ン ジ ス タ ー を オ ン 状 態 に さ せ る 電 位 で あ る 。
　 態 様 ３ に よ れ ば 、 第 ３ 初 期 化 期 間 お よ び 第 ４ 初 期 化 期 間 に お い て 、 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素  
子 の オ ン 状 態 に よ っ て 、 デ ー タ 線 の 電 位 と ゲ ー ト ノ ー ド に お け る 電 位 が 、 オ ン 電 位 に な る  
。
　 な お 、 ト ラ ン ジ ス タ ー ８ ４ が 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 一 例 で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 態 様 ３ の 具 体 的 な 態 様 ４ に 係 る 電 気 光 学 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 第 ３ 初 期  
化 期 間 お よ び 第 ４ 初 期 化 期 間 で は 、 前 記 ゲ ー ト ノ ー ド に 前 記 オ ン 電 位 を 、 前 記 デ ー タ 線 を  
介 し て 供 給 し 、 前 記 第 ３ 初 期 化 期 間 後 で あ っ て 前 記 第 １ 書 込 期 間 よ り も 前 の 第 １ 補 償 期 間  
、 お よ び 、 前 記 第 ４ 初 期 化 期 間 後 で あ っ て 前 記 第 ２ 書 込 期 間 よ り も 前 の 第 ２ 補 償 期 間 で は  
、 前 記 第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト ノ ー ド お よ び 前 記 第 ２ 駆 動 の ゲ ー ト ノ ー ド を 当 該  
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第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー お よ び 当 該 第 ２ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー の 閾 値 に 相 当 す る 電 位 に 収 束  
さ せ る 。
　 第 １ （ 第 ２ ） 補 償 期 間 に お い て ゲ ー ト ノ ー ド を 第 １ （ 第 ２ ） 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー の 閾 値  
に 相 当 す る 電 位 に 収 束 さ せ る た め に は 、 当 該 第 １ （ 第 ２ ） 補 償 期 間 の 前 に 、 第 １ （ 第 ２ ）  
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー を オ ン 状 態 と さ せ る 必 要 が あ る 。 態 様 ４ に よ れ ば 、 第 １ 動 作 に な る デ  
ー タ 線 は 、 第 ２ 電 位 か ら 第 １ 電 位 に 変 化 し た 後 、 オ ン 電 位 に 変 化 す る の で 、 デ ー タ 線 の 寄  
生 容 量 で 電 力 が 消 費 さ れ る の に 対 し 、 第 ２ 動 作 に な る デ ー タ 線 は 、 第 ２ 電 位 か ら オ ン 電 位  
に 変 化 す る の で 、 デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 で 消 費 さ れ る 電 力 が 第 １ 動 作 と 比 較 し て 抑 え ら れ る  
。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 態 様 １ に お け る 別 の 具 体 的 な 態 様 ５ に 係 る 電 気 光 学 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 回 路 は 、 前  
記 第 １ フ レ ー ム に 続 く 第 ２ フ レ ー ム に お い て 、 前 記 第 １ 初 期 化 期 間 で は 前 記 第 ２ 動 作 を 実  
行 し 、 前 記 第 ２ 初 期 化 期 間 で は 前 記 第 １ 動 作 を 実 行 す る 。
　 態 様 ５ に よ れ ば 、 第 ２ フ レ ー ム に お い て 第 １ 動 作 が 行 わ れ る 走 査 線 と 第 ２ 動 作 が 行 わ れ  
る 走 査 線 と が 第 １ フ レ ー ム か ら 入 れ 替 え ら れ て 平 準 化 さ れ る の で 、 第 ２ 動 作 に よ る 表 示 品  
位 の 低 下 が 目 立 た な く す る こ と が で き る 。
　 な お 、 偶 数 フ レ ー ム （ Ｖ _ e v e n ） が 第 ２ フ レ ー ム の 一 例 で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 態 様 １ の 別 の 具 体 的 な 態 様 ６ に お い て 、 前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 第 １ 書 込 期 間 お よ び 前 記  
第 ２ 書 込 期 間 に お い て 、 前 記 ゲ ー ト ノ ー ド に 階 調 レ ベ ル に 応 じ た 電 位 を 、 カ ッ プ リ ン グ 容  
量 お よ び 前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 供 給 す る 。
　 態 様 ６ に よ れ ば 、 デ ー タ 線 の 寄 生 容 量 の み な ら ず 、 カ ッ プ リ ン グ 容 量 の 放 電 量 に つ い て  
も 抑 え る こ と が で き る 。 な お 、 容 量 素 子 ７ ０ が カ ッ プ リ ン グ 容 量 の 一 例 で あ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 態 様 １ の 別 の 具 体 的 な 態 様 ７ に お い て 、 前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 第 １ 水 平 走 査 期 間 の う ち  
、 前 記 第 １ 初 期 化 期 間 前 の 第 １ ゲ ー ト ノ ー ド 初 期 化 期 間 に お い て 、 前 記 第 １ 駆 動 ト ラ ン ジ  
ス タ ー の ゲ ー ト ノ ー ド に 前 記 第 ２ 電 位 を 、 前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 供 給 し 、 前 記 第 ２ 水 平 走  
査 期 間 の う ち 、 前 記 第 ２ 初 期 化 期 間 前 の 第 ２ ゲ ー ト ノ ー ド 初 期 化 期 間 に お い て 、 前 記 第 ２  
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト ノ ー ド に 前 記 第 ２ 電 位 を 、 前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 供 給 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 態 様 ８ に 係 る 電 子 機 器 で は 、 態 様 １ 乃 至 ７ の い ず れ か に 係 る 電 気 光 学 装 置 を 含 む 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ８ 】
　 １ ０ … 電 気 光 学 装 置 、 １ ２ … 走 査 線 、 １ ４ … デ ー タ 線 、 １ ４ ｃ … デ ー タ 信 号 出 力 線 、 ３  
０ … 制 御 回 路 、 ５ ０ … デ ー タ 信 号 出 力 回 路 、 ６ ０ … 補 助 回 路 、 ６ ２ … ト ラ ン ジ ス タ ー 、 ７  
０ … 容 量 素 子 、 ７ ２ … 寄 生 容 量 、 ８ ０ … 初 期 化 回 路 、 ８ ２ 、 ８ ４ 、 ８ ６ … ト ラ ン ジ ス タ ー  
、 １ １ ０ … 画 素 回 路 、 １ ２ ０ … 走 査 線 駆 動 回 路 、 １ ２ １ ～ １ ２ ４ … ト ラ ン ジ ス タ ー 、 １ ３  
０ … Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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